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17070010 芥川紀貴 

 

 諸塚村に着き、まず、木材加工センターを見学しました。木材加工センターでは作業員の方が
慣れた手つきで木材の運搬をしていました。木材のバランスを考えて崩れないように積む作業は、
とても難しそうに見えました。次にしいたけの館 21 で諸塚村についての説明がありました。諸
塚村の運営は、少子高齢化が進む現在の日本には、とても合理的な方法だと感じました。そして、
とても狭い道を通り目的地に向かいました。僕はバスの中で「こんな山奥に住む人々は、どんな
生活をしているんだろ。」と思ってしまいました。目的地に着き、僕が予想した通りとても田舎
でしたが、村民の方々は僕達に親切に接してくれました。村に着き、さっそく鶏の血抜きや羽を
取る作業を行いました。僕は生きたままの鶏を殺す光景を初めて見ました。鶏はとても苦しそう
で、僕は直視できませんでした。しかしこの作業は僕達人間が生きていく上で欠かせないことな
んだと自分に言い聞かせました。ですがやはり、気持ち悪いものでした。まだ暖かい鶏から羽を
抜き取るのはとても恐ろしいものです。普段僕達はスーパーなどで牛肉や鶏肉の完成品しか見て
いません。しかしこの完成品を完成させるまでの過程には血抜きや羽抜きの作業を行います。普
段は見れないこのような生々しい現場を見て、自分の食に対する甘い考えを改める必要があると
感じました。そして次に畑の草取りを行いました。低い姿勢での草取りはとても重労働な仕事で
した。村民の人々はこのような地道な作業を毎日していて、すごいなと驚きました。その夜、昼
にさばいた鶏肉が料理に入っていたので大切に食べました。 

 2 日目は牧場に行き、牛の手入れやエサやりなどの作業を体験しました。牛舎は僕が思ってい
るほど汚くなかったです。エサの重さを測るときは税所は難しかったけれど、コツをつかむと大
体の容量が分かりました。牛を牛舎から移動させる時は、なかなか思っているように動いてくれ
ずに、とても大変な作業になりなした。子牛のブラッシングでは、牛に足を踏まれたりと痛い思
いをしたけれど、毛並みが整った子牛を見たら、とても癒されました。僕達は子牛の手入れしか
やっていないけれど、大人の牛になると危険も伴い、手入れするのにも大変な労力になるんでは
ないかと思いました。そして、僕は今回の実習で得た知識を今後の大学生活に生かし、自分の夢
のために頑張っていきたいです。 
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17070020 有薗 誠 

 

 今回、学外研修で、諸塚村に一泊二日の泊まりで、諸塚での生活を体験しました。 

 一日目では、午前中に、木材加工センターの見学をしました。加工センターでは、多くの木が、
機会により、太さや大きさ別に分けられたり、加工されていました。特に、加工する時の機械の
動きは、とても正確ですごいなと思いました。さらにこの戸口センターでは、木材に伐採した所
が、わかるように、伐採した所を記してあり、どこの木か分かるようになっていました。その後、
しいたけの館で昼食を食べて、藤屋に行きました。着いた後すぐに、その日の夜のご飯の材料の
地鶏の解体をしました。頭では理解していたつもりでしたが、実際に、食べる為に、動物を殺し
ているんだという事を、実感しました。とてもかわいそうに思いましたが、食べる為に、仕方が
ないのかなと思いました。地鶏をつぶした後、大豆畑の草取りをしました。最初は、大変でした
が、慣れてくると、簡単に雑草を抜くことができました。草取りが終わって戻った後、何人かは
料理を、残りの人は、食事の準備をしました。食事の後、地域の交通安全教室があり、それに参
加しました。見ていた感想は、その地域の人たちは、とても穏やかな人達ばかりで、おまわりさ
んまで、穏やかな印象を受けました。寝る時は、最初は、少し暑く感じましたが、朝になる頃に
は、とても寒かったです。 

 二日目は、朝食を食べた後、牧場の手伝いをしました。最初に、牛一頭ずつに、決められた量
の飼料を与える仕事をしました。牛たちは、隣の牛の飼料まで食べようとしていて、その時に、
牛の舌の長さに驚きました。そんなにのびるのかと思いました。飼料を与える仕事が終わった後、
子牛を別の牛舎に移動させました。人で通路を造り、子牛を後ろから、押したり手を叩いたりし
て追いたてましたが、うまく子牛が進んでくれずに追い立てた人達は困っていました。その後に、
牛の体をブラッシングし、通路を掃除して、畜産振興センターの手伝いが終わりました。その後、
グリーンパークに行きました。昼食を食べた後、複相林の見学とハーブ園の見学をしました。  

 今回の学外研修で、命の大切さや農業の大変さを学びました。今回の経験を今後の研修などに
活かせるようにしたいです。 
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17070030 池田悠樹 

 

 今回の研修を通して一番印象的だったのは、やはり地鶏の首を切るというものでした。 

 かごに入っていた鶏がかごから出されようとした時、死期を悟ったのか急に暴れ出していまし
た。 

 僕はあまりにもかわいそうで見ていられませんでした。しかし、クラスの人たちは自ら鶏の首
を切っていたので、とても怖かったです。 

 諸塚村は山の中でとても空気がおいしいと感じました。 

 しかし、朝晩は冷えこんでいて、やはり田舎だなぁと思いました。 

 あと印象的だったのは牛の世話でした。正直初めのうちは、牛の臭いとかがきついだろうなぁ
と思っていましたが、牛にえさを与えていくうちにとても牛がかわいく思えてきて、特に子牛は
とてもかわいかったです。 

 ブラッシングをしてあげると、とてもよろこんでいました。 

 とてもよい経験となりました。 

 今回の研修では、大自然の中で、普段はあまり話すことのない友人と、いろいろな話をしなが
ら学ぶことができてとても楽しかった。 

 あとスギの木の加工するところではとても精密に材木ができていてとても驚いた。 

 夜には先生も交えて、みんなで楽しく話ができたりしてとても楽しかった。 

 今回の研修を通して、普段は文字でしか知ることのなかった、世界を実体験を通して学ぶこと
ができた。 

 あと諸塚村についても多くのことを知った。 

 まず、面積あたりの林道の密度は日本一であるということと、産業では、シイタケの栽培や牛
の林間放牧などが、有名である。 

 全体が山地でもある。 

 また村の木はクヌギであり、村の花はヤマザクラであることも分かった。 
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17070040 石沢知子 

 

 研修の前から先輩達の話を聞き、期待・楽しみもあった反面、不安もありました。 

最初に見学した木材加工センターでは、木のいい香りがするなか、FSC・CoC森林認証やセンタ
ーの各部門の説明を受けました。FSCの認証を受けているということは、やはり厳しい森林管理
がされているのだと思いました。木材加工センターというところを初めて見学しましたが、「こ
れくらいじゃないと仕事にならないんですよ。」ということを言われた通り、とてもスピーディ
ーに仕事が行われているのが印象的でした。また、自然乾燥を多めにおこなうというのにもこだ
わりを感じました。 

村に着いての最初の仕事であった地鶏をしめる作業は緊張しました。鶏のくびを切るところはや
はりとても痛々しくて、でも目をそらしてもいけない！という思いで見ました。最初は抵抗があ
ったものの、羽をとる作業などをしているうち意外とすぐに、それをもう“鶏肉”として扱ってい
る自分に少し複雑な思いがしました… 

研修1日目では、Fクラスは宿泊させていただいた集落の交通安全教室にも参加させていただき
ました。私はこういった小さな村のコミュニティに魅力を感じました。今まで町内会などといっ
たコミュニティに一様は含まれながら生活していたものの、そのつながりというのは薄く、近所
の人でも知っているのは限られていました。私たちが触れたのはこの村の生活のほんの一部では
あると思いますが、地元のお母さん方と一緒にご飯の準備をさせていただいたことなどからも、
とても温かい人と人の（村の）つながりを感じました。 

 2日目の畜産振興センターでの牛の世話の体験も初めてでした。人数が多かったのでエサやり
などきつくなかったですが、毎朝少ない人数でエサやりをし、ブラッシングなどの作業を行うの
は大変な労力であると思いました。まだ数カ月の牛でも力が強く、1人ではとても動かせません
でした。ブラッシングをさせてもらった牛はすでに5・60万円で売れるほどであると聞いておど
ろきました。よい牛になると80万円！センターで働くお父さんがこういった説明をしてください
ました。 

1 泊 2 日というのは本当にあっという間でした。シイタケ栽培が盛んと聞いたので、そういった
ところも見てみたかったです。“諸塚村に住む人よりも、そこに訪れて何かを感じてもらえる人
を増やしたい。”私ももう一度機会があれば諸塚村へ行きたいと思います。 
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17070050 市原聡一郎  

 

 諸塚村はしいたけがおいしいところというだけは知っていたが、実際にはどのようなことを行
っているのかなどを体験するまで知らなかった。 

 初めに行った諸塚木材加工センターに行き、諸塚村では、森林管理や林業経営が高い水準にあ
り、ＦＳＣ森林認証を村全体で取得しているということを知り、一部だけ認証されているのでも
すごいと感じるのに村全体ということなので村作りが徹底され村全体が頑張っているなと感じ
ました。また、諸塚村で作られた木はブランドかされたものであり、さらにその木材を直接使っ
た政策も行っておることや、加工における知識、木材の個性を知れ日常生活では聞けない話もた
くさん聞けることができとても良かったです。 

 次のオリエンテーションでも、諸塚独特の政策が聞けて良かったです。特に気になったのは、
人口を増やす考え方で、普通なら定住人口を増やしていくことを考えるのに、交流人口を増やし
て活性化していこうとしているのには驚きました。 

 その後、村の体験で一番印象に残っているのは、鶏をつぶしたことです、そして新めて食べ物
に対する考え方を考えさせられ、命の大切さを感じました。 

 そして交通教室では、村に住んでいる方々が、普通にあいさつしてくれ、日頃していなかった
ため最初は照れ臭かったが、慣れて見るととても良いものでありました。 

 一日地農のメンバーと過ごして、キャンパスライフでは見られないものを見たり、話したこと
のない人と話したりなど違う面々でもいい体験となりました。 

 この諸塚村での体験学習では、実際に体験してみないと分からないことや、村作りの方法、森
林の種類などなどたくさんのことを学ぶことができ、とてもすばらしい体験をさせてもらいまし
た。本当にありがとうございました。 
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17070060 井中ゆかり 

 

 今回の学外研修では、地鶏をしめたり牛の世話をしたりと色々な体験をさせてもらいました。
諸塚村は本当に自然がいっぱいで、村に行くときに見た川は、川底が見えるほど透き通っており、
バス移動で疲れた私の目を楽しませてくれました。諸塚村は私が想像していた以上に山奥にあり、
本当に不便なところだと思いました。だから、オリエンテーションのとき村の人口が 2000 人だ
と聞いたとき正直驚きました。 

 諸塚村では木材、お茶、しいたけの出荷、畜産が盛んであるということで、まず私たちは諸塚
木材加工センターに行きました。センターには伐採された木や加工された木材がたくさん積み上
げられており、木の良い香りがしました。ここでは木の生産から加工、出荷までしており、１本
の丸太が柱や板になる様子がよく分りました。特に印象的だったのが、丸太を無駄のないように
切っていく工程でした。私は今まで一本の木がどのようにして木材に加工されるのか知らなかっ
たので、今回センターで見たものはとても勉強になりました。 

 昼食をとって除草作業をした後、ついに地鶏つぶしが始まりました。箱の中で縛られたまま動
かない鶏の目は、まるで“生きたい”と訴えかけているようで、見るのがとても辛くなりました。
鶏の落ち着きがないのも、殺されることを知っているからだと思いました。鶏が死んで動かなく
なった後、私はこれで終わりだろうと思っていました。しかし、羽むしりが残っていたのです。
羽をむしりやすいように、私は鶏の体にお湯をかけました。そして、羽を一本一本ぬきましたが、
今先まで命があったのにと思うと、手が進まなくなりました。この地鶏つぶしを通して私は、ご
飯を食べる前にきちんと感謝の気持ちを込めて“いただきます”を言おうと思いました。普段の生
活の中で、何かの命を奪って生きているということを改めて実感しました。 

 次の日は畜産振興センターで牛の世話をしに行きました。私はこんなに間近で牛を見たことも
なかったし、また触ったこともありませんでした。センターには子牛がたくさんいて、こんなに
小さい子牛があんなに大きくになるのかと驚きました。私たちが最初にしたのは餌やりでした。
簡単な作業だと思っていましたが、きちんと測りで測らなければならず、思っていたより大変で
した。餌をやり終わった後は、子牛を移動させブラッシングをしてやりました。毛には土の塊が
たくさん張り付いていて、力を入れないとなかなか落ちませんでした。子牛はよくあっちに行っ
たりこっちに行ったりして、なかなか作業ができなかったので、おしりを押したり引っ張ったり
しましたが、思っていたよりもかなり力が強く、なかなか動いてくれませんでした。大変な作業
でしたが子牛と触れ合うことができて本当に楽しかったです。 

 研修は 2 日間だけでしたが、短い期間にたくさんの経験をしたと思います。本当に大変でした
が、今回の研修で友人も増え、また挨拶や命の大切さについて学ぶことができました。また諸塚
村に来る機会があれば、今度はエコツーリズムやしいたけ狩りなどに参加し、今度こそしいたけ
寿司を食べてみたいです。 
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17070070 伊藤文哉 

 

 9 月 27 日、地域農業システム学科の学外研修で諸塚村に農村の暮らしの体験に行きました。
まずは木材の加工センターに行きました。加工センターでは諸塚村の森の木を加工していて、生
産された材木には諸塚のものであるという印がしてありました。現在、海外の安さに押されて衰
退しつつある林業を、材木の自然乾燥や燻乾燥のように手間がかかる方法をとるなどブランド化
することで、林業を成り立たせ、また、村をあげて林業に取り組んでいてすごいことだと思いま
した。 

 また、移動中のバスから見た諸塚の景色はとてもきれいでした。川はとても水が澄んでいて薄
い青色っぽく見えてとてもきれいで、山は、都市では決して見ることができないような景色でし
た。点在する家々も森とともに暮らしているように景色になじんでいました。 

 諸塚村の宿舎についてはじめにしたことは、鶏を絞めることでした。そして、この作業が今回
の研修で一番心に残りました。羽をむしられ、足も縛られている鶏を代表が鎌のような刃物を首
に入れ、田んぼのはぜに掛け、血を抜きました。逆さにされた鶏から流れ出る血や、絞められた
鶏の臭いはとても衝撃的で印象に残りました。しかし、このような作業こそが現在の私たちの周
りから消え、裏側で行われている作業なのだなと思い、私たちが普段簡単に手にすることができ
るパックに入った肉も、同じように生きていた命を奪い、そうすることで人は生きていられるの
だなと思いました。今回のこの体験で感じたことはきっと忘れないと思います。 

 鶏を絞めた後は、畑の草取りをしました。山間にあるので平らな土地が少ないのか、畑は三段
くらいの段々畑状になっており、マルチが張ってあるにもかかわらず、かなりの雑草が生えてい
ました。草取りはとても大変で、除草剤などの薬品を使用せずに畑を維持していくのはとても手
間のかかることなのだと感じました。 

 今回の学外研修を通して、農村の生活や林業についていろいろ感じることができ、農学部の学
生としても農業に関して今まで以上に興味がわき、自分がこれから大学で学んでいくことについ
ても、具体的なイメージがわいてきて、とてもよい研修ができたと思いました。 
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17070080 入口雄至 

 

 この研修を終えて、自分の価値観の中に変化を見出すことができました。まず、諸塚村木材加
工センターに行き、木材がどのように加工されていくか、その過程の一部を見学させていただき
ました。今までは実際に私は木材が加工済みの商品しか、この目で見ることができませんでした。
ですが、丸太から、商品になって加工されて出荷されるまでの工程を見ることができて大変有意
義なものとなりました。日本でも有数な FSC が認証されていて、そのトップレベルの仕事で村
を活気づけようと、村人全体で取り組んでいることにも強い印象を受けました。加工センターの
見学の後は、オリエンテーションがあり、諸塚村の様々な歴史や、村の仕組み、公民館のことを
勉強しました。ここでの公民館は、私は建物の事かと思っていたのですが、村の組織のことだっ
たのが面白いなと思いました。その後、昼食を取った後二班に分かれてそれぞれの集落でお世話
になることになりました。到着すると、いきなり鶏を潰すということになり、正直言って面喰っ
てしまいました。今まで鶏をこの手で殺したことなどなく、鶏肉を見るのはスーパーなどにある
完成品だけでした。実際に私が鶏を潰して感じたことは、この鶏の命を奪って、私は今日も食べ
ることができ、そして生きていくことができるということでした。首を切られ、もがいている鶏
を見るのは、胸が張り裂けそうな思いでした。そして、潰した鶏にお湯をかけ羽を取り、羽を取
った鶏を包丁で捌くこともさせていただきました。魚を捌いたことはありましたが、鶏を捌いた
ことはなかったので、とても貴重な体験ができました。その時に、村の人と様々な話をして交流
できたことも嬉しく思いました。新鮮な鶏肉を使った料理は一番おいしかったです。村の交通安
全運動に参加したときに、村の人がたくさん集まって話を聞いているのを見て、団結力があるな
と感じました。二日目は牛の世話を体験できました。まずは飼料やりでしたが、いつもの時間よ
り遅いらしく、どの牛も我先にと食べていました。子牛の世話もさせていただき、意外と人間を
怖がり、ブラッシングすると気持ちよさそうにしているのが印象的でした。この研修は私に幅広
いものの見方を教えてくれました。この研修でお世話になった諸塚村の方たちや、ボランティア
の方々、先生方にはとても感謝しています。有難うございました。 
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17070090 岩崎吉容 

 

 今回の研修で、諸塚村を訪れ多くのことを学び、また、貴重な体験をさせていただきました。
諸塚木材加工センターでは、普段垣間見ることのできない、木が製品となるまでの過程を見学さ
せていただきました。そこにある機械やそのシステムや、木の乾燥のさせ方などとても興味深く、
有意義なものとなりました。途中、昼食で寄ったしいたけの館２１では、写真や資料などの展示
物があり、とても楽しませていただきました。 

 今回宿泊させていただく藤屋では、まず、地鶏つぶしを体験させていただきました。わたしに
とって、その様子はとても見られたものでなく、少し退いてみていました。しかし、わたしたち
はこうして家畜を殺し、その肉を食べて生きています。これは、きっとこの先も変わることはな
いでしょう。改めて命の尊さ、大切さを考えさせられました。つぎに、畑の手入れをしました。
地元で祖母の手伝いをしていたころを思い出しました。三年ほど前までは、スイカやイチゴ、ト
マトなどいろいろな作物を栽培していましたが、今はしていません。しかし、良い思い出です。
大変良い汗をかかせていただきました。その後、藤屋班みんなで協力して食事準備をおこないま
した。わたしは、竹から箸をつくりました。良い体験ができました。そして、共同炊飯をおこな
うなかで、普段はあまり接することのない友達と会話したり協力し合うことができてよかったで
す。また、この日の夜は交通安全教室に出席しました。改めて、交通安全、交通マナー、ルール
の大切さを学びました。 

 二日目には畜産振興センターを訪れました。牛に給餌したり、ブラッシングをしました。直に
接することで牛を好きになりました。しかし、牛の世話を楽しいと思う反面、飼育者の苦労も身
にしみて感じました。次にこの研修最後となる池の窪グリーンパークを訪れました。ハーブ園を
見学し、ハーブの名称、種類、効能などを学びました。また、複相林の見学では、伐採をするだ
けでなく、植林をしてきた結果が複相林だということを知りました。しかし、諸塚村は高齢化が
進んでいます。今後、どのようにこれを維持していけるか、労力削減できるかが課題になってく
ると感じました。最後にグループにわかれ今回の研修を振り返りました。自分が考え、感じたこ
とも、他の人はまた違った考えかたや感じかたをしており、大変勉強になりました。 
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17070100 上野翔吾 

 

 今回は、一泊二日宿泊し、諸塚村へ学外研修へ行った。まずは、諸塚木材加工センターへ行き、
施設見学をした。切られた木が、皮を削られ、加工していく過程を見ることができた。乾燥させ
方も複雑だった。とても自然に恵まれたところで、人工林 86％で針葉樹と広葉樹の比が 7：3 で
モザイク林相というめずらしかった。ああ木になると、紅葉などで色彩からしいので、秋にまた
行こうと思う。 

 次に諸塚村紹介があった。「林業」「しいたけ」「茶」「牛」の生産量が高く、特に、昭和５５年
に生産量が 10 億円に達したということには驚いた。家族労働経営の推薦をし、定流人口より交
流人口の拡大を目指し、自然との共生、地域自然を生かし、持続可能な事業を行っていたので、
自然についてたくさんの事を学ぼうと思った。 

 この研修を通して一番考えさせられたことは、地鶏を潰したことであった。普段何も考えずに、
ただただおいしいとばかり食べていた鶏を目の前で潰すことはとても衝撃的であった。もう死ぬ
ことを悟ったかのようにおとなしい地鶏を抑え首を切る瞬間暴れだす仕草は見るに耐えられな
かった。生き物が生きていくための自然のせつりについて深く考えさせられた。私たちは、常に
他の生き物を犠牲にして生を授かっているということを忘れずにおこうと思った。 

 二日目には、畜産振興センターに行き、牛の世話をした。世話をしていく度に牛が可愛く思え、
とてもよい経験をさせてもらった。センターの方々も、喜んでいらっしゃったのでとても良かっ
たと思う。 

最後に池の窪グリーンパークへ行き、複相林、ハーブ園、まぁ夢へ行った。特にハーブ園につ
いて、私は大学でハーブについての効用、作物との共生についての研究をしていきたいと考えて
いたので、匂いを嗅いだり、直接触ったりできることはとても良い経験になった。 

そして、各班別による体験への反省などを通して改めて、今回の体験の良さを感じた。 

自然と一体化した日を過ごせた一泊二日であった。これからの研究テーマ、大学でやりたいこ
とが少しずつ明確になり、充実した大学生活を送れると思う。 

本当に良い体験だった。 
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17070110 内田知也 

 

 今回の学外研修では諸塚村に行き、日頃あまり体験できないことを学ぶことができたと思いま
す。初日、諸塚村についたときは、とても不便なところだと思いました。こんな場所で生活する
のは大変だろうなというのが最初の感想でした。しかし、村の自治制や村おこしなどをオリエン
テーションなどで聞き、とても活発な村だという思いに変わりました。その日に泊まる公民館に
着いて、早速にわとりのさばきに入りましたが、衝撃でした。いつもスーパーなどで見ている食
肉がこんな風に毎日つくられているのかと勉強になりました。そして改めて、命を犠牲にして自
分たちは生きているんだということを感じました。その後、大豆の畑での除草作業にいきました。
ほとんど畑というものに入ったことがなかったのでとても新鮮でした。農業をやるということは、
こういう地味な仕事も多いですが、こういう作業も大切だということがわかりました。いい汗を
かいた後で、晩御飯の準備に取り掛かり、自分たちで作ったごはんを食べました。その夜の交通
安全にも参加しましたが、自分たちにも関係あることなので勉強になりました。二日目、牧場に
移動して牛の世話を体験しました。牛を触ることも初めてでしたが、ブラッシングしているうち
にその牛がとても可愛く思えてきました。その後、えさを与える作業もやりましたが、思ったよ
り大変でした。しかし、とてもやりがいのある仕事だと思いました。二日間の研修を終えて、諸
塚村というところはすごいところだと思いました。みんなが村のことを考えていて、村のことを
盛り上げていこうという意志を感じました。そして、自分たちが生活できるのも、日頃がんばっ
ている農家の人たちのおかげだということを感じました。 
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17070120 江藤龍弥 

 

 今回、この諸塚での 1 泊 2 日の研修は自分にとって非常に意味のあるものだったと思います。
普段の生活では経験できないような経験ができ、今後、私が農学を勉強するにあたってためにな
る貴重な時間を過ごせたと思います。 

 1 日目から様々な経験ができました。特に、鶏をつぶしたのはかなり衝撃的でした。今までは、
生きている鶏や、スーパーにある肉の鶏しか見たことなかったので、鶏をつぶしている様子を見
たあとの食事は、正直、少し食べづらいものがありました。しかし、自分は他の生き物の命に支
えられて生きているのだなあと実感しました。また、2 日目に畜産振興センターに行きましたが、
そこで牛の世話をして、やはり、鶏の時のように他の生物の命に支えられていると実感しました。
そして、今までの食べ物に関する考え方が変わりました。今までは、無駄に残したりしていまし
たが、この体験の後はそういうことに抵抗を感じられるようになりました。 

 また、畑の草取りや、牛の世話を体験してみて、農家の方々の大変さが身にしみて体験できま
した。畑の草取りは腰が疲れるし、牛の世話は力のいる重労働と思います。正直、1 日だけで自
分はかなり疲れました。これを毎日のようにやるのは相当な労力だと思います。自分の体力の無
さも実感しました。 

 木材加工センターでは木の大きさで分けられているのを見て、このようなシステムがあるのか
と驚きました。2 日目に複相林を見た際も、今、林業がこのように進んでいるのかと、自分は農
学部でありながらあまり知らなさすぎだなと感じました。 

私たちは、大学生であまり自然と触れ合う機会がありません。足を延ばせば触れ合うことができ
ますが、時間がなくなかなかできませんでした。今回の学外研修のように自然と触れ合いながら
農作業の手伝いをさせていただけたのは非常に楽しかったですし、木材加工センターや畜産振興
センターなどなかなか行ける機会もありませんし、毎日の生活と違う生活を体験することができ
て、新たな発見などもありましたが、何よりも自然の中で自然と触れ合いながら生活を体験する
ことでリフレッシュできたと思います。今回だけではなく、もし時間の余裕があったらまた行っ
てみたいと思います。 

また、私たちのために様々な世話をしてくださった諸塚のみなさん、ありがとうございました。 
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17070130 押領寺近 

 

 今回の学外研修で、様々なことを学ぶことができた。 

 まず一日目は、諸塚村の木材加工センターに行った。そこでは伐採してきた木を持ってきて、
皮をはがして、加工する間での過程を見学させてもらった。その中で木材を加工する機械がとて
も印象に残り、すばらしい技術だと思った。 

 次にしいたけの館に行った後、やましぎの社というところに行った。その移動中に見たきれい
な川や、豊かな自然がとても美しく、今でも目に焼きついている。 

 やましぎの社に着くと、まず畑の草刈り作業をした。草刈とかはめったにしないし、またとて
も暑かったので、諸塚村の人達はこのような所で毎日作業をしているのかと思うと、私達はまだ
まだ未熟だと感じた。 

 草刈りが終わると、宿舎に戻って夕食の材料である鶏をさばいた。鶏を殺すというのはみんな
初めて見るので、目をふせている人もいたけれど。昔の人は生きるためにこのようなことをして
いたのだから、目をふせたりするのはおかしいと思った。親に聞くとこのようなことは普通にや
っていたらしい。鶏をさばいて、他に色々な物を作って夕食を食べた。肉じゃがの中にさばいた
鶏が入っていて、何か新鮮でおいしかった。夜はみんなで盛り上がって、とても楽しかった。 

 次の日は、最初に畜産振興センターに行って 2 班に分かれて牛の世話をさせてもらった。牛の
エサやりは、計量さえちゃんとできていれば何とかできたが、小牛のブラッシングがとても大変
だった。ブラッシングの途中でフンをしたりして大変だったけど、畜産振興センターの方が「と
ても助かった」と言っていたので嬉しかった。牛とふれ合うには初めてだったのでとても貴重な
体験ができたと思う。次は池の窪グリーンパークというところに行って、昼食をとった後、ハー
ブ園を見学したり、山林見学をしたりした。山林は、適当に植えてあると思っていたけれど、ち
ゃんと計算して植えてあるということを知り驚いた。 

 今回の諸塚村の森のエコゼミナールで様々な体験をして、これから将来を考える上でとてもい
い経験ができたと思う。また機会があったら個人的に、このようなところに行ってみたいと思っ
た。 
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17070140 大辻奈緒美 

 

 今回の学外研修「諸塚村森のエコゼミナール」をおえて植物・動物の命の大切さ、山村生活で
の厳しさについて学ぶことができました。私は宮崎県出身であるので諸塚村は緑が豊かで、しい
たけが有名だということは知っていましたが実際に行くのは初めてでした。 

 実習一日目は、諸塚村木材加工センターに行きました。諸塚村は森林が多く平地が少ないため、
木材加工センターは森林を切り開きわざと平地にして作ったそうです。木材加工センターに行く
のも初めてだったので驚きの連続でした。特に、木の大きさを機械が見分けて仕分けているとこ
ろがすごいなと思いました。役場の方に諸塚村の森林は秋になると紅葉がとても美しいと聞いた
ので今度、機会があるときに見てみたいと思います。次に農林業体験と食体験をしました。私た
ちのクラスは地鶏を三羽しめるということでまずは村のお母さんがしめるところを見ました。私
は小さい頃に祖母が鶏をしめているところを見たことがあったのでそこまで驚くことはないか
と思っていました。しかし、いざ生き物が目の前で首を切られ、染む一瞬前までもがき苦しんで
いるところを見ると、とてもいたいたしかったです。私たちがふだん食べている鶏肉や牛肉など
はただ肉の形できれいになって売られているものですが、今回の食体験では、命・食の大切さを
さばく姿を見ていたみんなはとても理解し、心に残ったのではないかと思います。次に、私は豆
腐作りを体験させていただきました。もちろん、豆腐作りも初めてで、特に大きな釜で棒をかき
混ぜるのが大変でした。普段、生活する中では経験できないようなことができたのでよかったで
す。自分たちが育て、作ったものを食べる自給自足の生活は想像以上にきついものだと思います
が、それ以上に全てをし終えたあとの達成感は何物にも変えがたいのもだなと実感することがで
きました。 

 実習 2 日目は、畜産振興センターで牛の世話をしました。私は小さい頃に牛を飼っていたので
だいたいの作業はしたことはありましたが、いざ世話をしてみるとすごく大変でした。牛の顔を
近くで見るとかわいかったです。でも、牛同士が飼料の取り合いをしているところが動物ってす
ごいなと驚かされました。次に、小牛のブラッシングをしました。一頭を友達と一緒にしました。
ブラッシングをしていると、とても気持ちよさそうで静かになりました。しかし、牛の糞が体に
付着して固まった所をブラッシングするとすごく痛そうでした。でも、センターの方にそういう
所もやってあげた方がきもちいいと言われたので、しっぽで体を打たれ、いつ牛にけられるのか
とヒヤヒヤしながら頑張りました。牛の世話は約 2 時間ほどでしたが汗びっしょりになりました。
次にハーブ園、複相林を見に行きました。ハーブ園は私たちがよく知っているものからチョコレ
ートなどの変わった香りなどがあっておもしろかったです。複相林は、木の成長から木材になる
までを学びました。りっぱな木になってから木材センターに運ぶ伐採方法がとてもユニークでび
っくりしました。あとのことも考えて伐採しているのでよく考え付いたなと感心させられました。 

 諸塚村で一泊二日を過ごして、自給自足の生活がどんなに大変なのか分かった。また、牛の世
話は楽しかったけれど、あれを毎日している村の人はすごいなと思いました。これからの生活で
命の大切さをかみしめて生活していきたいと思いました。 
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17070150 岡部純平 

 

 初めて諸塚村に行って、まず感じたことは川や森が美しいことでした。山道を走っている間ず
っと外のきれいな風景を眺めていてとても気分が癒されました。こういった水や気がずっとこの
ままであり続けて欲しいと心から願っています。 

 村での作業で最も心に残ったのは、やはり地鶏つぶしです。実際にやるのはもちろん初めてで、
正直ビビりました。命が消える瞬間は日常ではめったに見ることのできないもので、とても貴重
な経験だと思いました。必死で生きようとする鳥の姿を見て、私たちが生きていくために命を奪
うことの大変さを知りました。もう動くことのない鳥の毛をむしるあのなんともいえない感覚は
忘れられないと思います。晩ご飯に出てきた鶏肉が数時間前まで生きていたということは、とて
もいい経験でしたし、その経験ができたことに感謝しています。 

 また、大豆畑の草取りではいろいろな虫たちとの遭遇があって、楽しみながらいい汗をかきま
した。しかし、自分は一日だけで、しかもほんの 1、2 時間だけだから楽しむことができたので
はないかと思います。村には他にもたくさんの田畑があり、それを手入れし管理するのは大変な
努力が必要だと感じました。自分の祖父母も農業をしていて、朝早くから畑に行ったり、重い機
材や荷物を運んだりしているので、これからも手伝えることはやっていきたいと思います。 

 二日目に行った畜産振興センターでも始めての経験だらけでした。牛の餌やり、子牛の移動、
ブラッシングなど全てが初体験で感激でした。牛はみんなきれいな眼をしていて、吸い込まれそ
うでした。恐る恐るブラッシングをすると牛も落ち着かない様子だったのに、自分から近づいて
いくと牛も落ち着いて気持ちよさそうにしていました。動物どうしだから心が通じたのだと勝手
に思っています。 

 この研修で、水、植物そして動物の命についてさまざまなことを村の人たちのおかげで考える
ことができました。この経験を今後の大学生活に活かせたらなと思います。 
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17070160 尾上英臣 

 

 一泊二日にわたって宮崎県北部に属する諸塚村で研修を行いました。まず、材木工場を見学し
ました。この工場はＦＳＣという世界的規格に準じていて、木材を切り出すところから加工する
までの過程を環境に優しい配慮をしながら、全ての工程がしっかり管理されていました。また個
人的に感心した点は材木を人口乾燥ではなく自然乾燥させて作る加工物をブランド化している
ということでした。 

次に実際に村に入ってみんなで晩御飯の用意をしました。やはり最も印象的だったのは地鶏つ
ぶしでした。自分も実際にカマを使ってつぶしましたが、まだ自分の手の中でまばたきをしてい
る地鶏をつぶすのはとても苦でした。しかし、自分たちが何気なく食べている食材が全てこうや
って食卓に並んでいるのだと思うと、食べることのありがたさを改め感じさせられました。こう
して晩御飯をみんなで作り、寝袋でごろ寝をするという経験ができてとても楽しかったです。 

翌日は牛小屋に行って、牛たちの世話をしました。これまたテレビや本などで見るよりも断然
きつい仕事でした。こんなに大変な苦労をかけて育てた牛も、地鶏のようにつぶされて私たちの
食卓に並ぶのだと牛たちの世話をしながら考えると情をかけてしまって仕方ありませんでした。 

次に行ったハーブ園でも自然豊かな林のグリーンシャワーを浴び、とても気持ちよく研修がで
きました。 

 

今回の研修全体を通して、日本の農村のこれからのあり方を垣間見ることができた気がします。
都会にないモノ、農村にしかないモノを経済効果に無駄なく生かしていくという簡単な考えです
が、これを実行するのはなかなか大変です。これを、人口２０００人の村全体でバックアップす
る姿勢が素晴らしいと思いました。しかし高齢化率３６％という状況も現実問題とても厳しいの
です。それを公民館という自治組織で村民の全体協力によって支えあっているということでした。
この表れなのか、通りすがる村民の方全員が挨拶し合い、気さくな方ばかりでした。農村ならで
はの人間の温かみにもふれることができると思いました。自然との共生・地域資源や産業を生か
す・継続できる観光という３つの村づくりの柱でがんばる諸塚村にたくさんのものを学びました。
定住人口の拡大よりも交流人口の拡大を目指し、モノを売るだけではなく情報の価値化、ＦＳＣ
の導入など百彩の村づくりをこれからもがんばって欲しいと思います。 
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17070170 笠原勝之希 

 

 今回の『諸塚村森のエコゼミナール』でいろいろなことを学びました。 

 初日は最初に諸塚村木材加工センターに行き見学しました。諸塚村木材加工センターでは、ま
ず大きさ・長さがバラバラの丸太を同じ大きさ・長さに分け、丸太を木材になるように切り乾燥
までの過程を行っていました。ここで特に学んだことは乾燥の方法は短時間ですむ人口乾燥が主
でしたが、最近は品質を重視する流れがあるので自然乾燥が復活したことです。 

 次に宿泊場所に着き、作業着に着替え、地鶏つぶしを行いました。鳥を殺したことがなかった
ので、地鶏をつぶしている時、正直、恐ろしくて何回も目をそらしてしまいました。地鶏の羽を
抜く作業をしましたが、まだ鳥は温かく、なんだか命の重さと言うか感謝の気持ちでいっぱいに
なりました。貴重な体験ができてとても感謝しています。地鶏つぶしが終わってから次にエンド
ウ畑の草取りを行いました。どのくらいの時間草取りをしたか覚えていませんが、なんだか満足
感でいっぱいになったからなんかすごく経った時間が短く感じました。宿泊した場所の風景は田
んぼや畑に囲まれていて、とてものどかでした。また、初めて生の棚田を見て感動しました。 

 2 日目はまず、畜産振興センターに行き、牛の給餌や洗浄、そしてブラッシングを体験しまし
た。餌をあげると牛はものすごい勢いで餌にむしゃぶりつき、隣の牛の餌まで食べようとして首
をめいっぱい曲げ舌をめいっぱい伸ばしてしたところが見ていてとてもおもしろかったです。餌
の量は多すぎても少なすぎてもいけなくて思ったより細かい作業だなと思いました。ブラッシン
グは牛の体に糞が固まってなかなかとれなくてたいへんでした。子牛の体重はとても重く動かそ
うとしても子牛が抵抗するとなかなか動かなくてたいへん苦労しました。 

 最後に池の窪グリーンパークに行き、複相林とハーブ園を見学しました。複相林では実際に計
画的に木を切り落としていた山を見て、計算されて切ってあることが一目でわかりました。今ま
でなにげなく見ていた風景がこのように考えられて木が切られていることを知り、これからは山
を違った見方で見ることできそうな気がしました。また、ハーブ園では名前も知らない、見たこ
とがない植物を見ることができ興味が湧きました。 

 今回のゼミでいろいろ貴重な体験・経験ができ、諸塚村の方、指導してくださった先生方に感
謝しています。本当にありがとうございました。 
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17070180 勝男和成 

 

 今回の学外研修では、いろんなことを学べました。最初に行った木材加工センターでは、普段
なにげなく目にしている木材がどのように加工されるのか見学することが出来ました。思ってい
たよりも単調な作業でずっときつそうな作業でした。私たちが体験したこの学外研修で大半の時
間を過ごした諸塚村では、大変貴重な経験をたくさん経験することが出来ました。その中でも、
一番心の中に残った体験は、地鶏を殺して羽をむしったことでした。私たちがいつもなにげなく
食べている鳥肉をじっさいに自分達でさばくのはとても大変な作業でした。鳥を殺すときに、首
を切っていたけど、同時にかわいそうな気がしました。地鶏を殺した後、羽をむしったときの感
触は本当に気持ち悪いでした。今でも思い出す度に鳥肌が出ます。そんな自分だったら絶対にで
きないような仕事をやってくれる人がいるから、豚肉や牛肉、鳥肉を食べることができるんだと
新めて実感させられました。地鶏を殺した後の草取りも結構な重労働でした。普段あんまりやら
ない様なことをすると腰や肩などがすぐに痛くなりました。でも、その後に入った風呂は、いつ
もより気持ちよく感じました。夕食の前には竹で自分用の箸を作らされました。その箸で、少し
前に殺したばかりの鳥肉を煮物にして食べました。草取りをしたのでお腹は減っていたけれど、
あまり食欲がわかず、全部食べ切るのにいつもの倍時間かかりました。夕食の後には、普段あま
り話をしないような人達と話す機会がありました。一日目は、とても充実できました。 

 2 日目は、眠たい目をこすりながら、牛小屋の手伝いをしました。牛小屋では、餌あげ、小牛
の移動、小牛の手入れの仕事を手伝いました。餌上げは思っていたよりも楽でしたが、小牛の移
動は本当に大変でした。進んで欲しい方向にはまったく動かずに反対方向に逃げたり、自分の足
で動こうとしなかったり、押している途中にうんこをしたりと汗水たらしながら働きました。牛
の手入れの時は。牛が自分になついてくれたような気がします。 

 今回の学外研修では、本当にいろんなことを勉強することができました 

 



 19 

1707019 加藤真依 

 

 今回の研修で一番印象に残ったのは地鶏つぶしでした。間近で見るのも初めてだし、経験する
のも初めてでした。血を抜くためにつるされている時に、バタバタと動いているのを見るのが本
当につらかったです。毛を抜く時に、お湯の温度は、熱すぎてもぬるくてもダメとおっしゃって
いたのでその度合いは、経験なんだろうなと感じました。私は調理はせず草取りをしていたけれ
ど、シャワーを浴び戻ってくると、とてもおいしそうな料理ができていました。料理をつぐとき
に村の方が、「これにニラを入れたらもっとおいしいけどね。」と教えてもらいました。自家製の
野菜で作れる、田舎料理でもっといろいろな作り方を教えてもらいたかったです。また「このお
米はうちで作ったやつやけんね。」とおっしゃっていたので自家製のものでここまでできるのが
すごいなと思いました。また、こういうちょっとしたことで、むらのコミュニケーションが取れ
てよかったなと思いました。男子がおはしを作っているのにも驚きました。 

 ２日目の牛の世話では、それ添えの牛が食べる量が適当だと思っていたけれどきちんと決まっ
ていることを初めて知りました。ブラッシングでは、痛そうだけど牛にとっては気持ちがいいん
だよと言われましたが、痛そうに見えました。こびりついた汚れを取る時に牛に蹴られそうにな
り、怖かったです。牛の世話は少ししかできなかったけれどしている間この牛達は、最後には食
べられてしまうのかと思うと、とてもかわいそうでした。そして、私でこうなのだからずっと世
話をする人はもっと辛いのだろうなと思いました。 

 普段鶏肉牛肉を食べていて、私達は、他の動物から命をもらって生きているとわかっていても
加工された状態から食べるのであまり実感はありませんでした。しかしこの経験で改めて命の深
さを深く感じました。そして、これらの命をもらって生かされていることに感謝しなければいけ
ないと思いました。また学科の子達とふれ合い絆が深まり、村の方々にも大変お世話になりまし
た 
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17070200 川辺万里子 

 

 学外研修で一番心に残っていることは、やはり、地鶏つぶし。普段食べている鶏肉は、普通に
買って普通に調理して普通に食べる。だがよく考えてみると、地鶏つぶしで体験したように、生
きている鶏を殺し、その肉を食べているのである。殺す場面は誰だって見たくはないと思う。人
間と同じ命ある生き物だから。しかしだからこそ私は見たくないのをぐっと我慢してきちんと最
後まで見た。 

 見届けた後は、毛をぬく作業でおいしく食べたいから一本一本丁寧にきれいに取り除いていっ
た。みなが草取りをしている間に私は豆腐作りの経験を初めてした。まめをつぶすのは機械でし
たが、「昔はすりごきでしよったのよ」とおばちゃんがおっしゃっていて、どんどん生活が便利
になっているのだなぁ思った。調理場では数名のおばちゃん達が私たちのご飯の為にせっせと働
いて下さっていたので、私も頑張ろうと思い出来る限り働いた。 

 夕ご飯ででた鶏肉の煮付けは最高においしかった。地鶏は歯ごたえがあり噛みづらかったが、
噛めば噛むほど味が出てとてもおいしくいただくことができ、命の尊さを本当に心の底から感じ
た。私達が生きて行く為には、同じ生き物が犠牲になっているのだと強く感じた。だから私は自
分の命も大切にしようと思った 

 一つ一つの食材は村の人が一生懸命育てた野菜や米、今回殺した鶏の肉や、そうめんなど加工
食品であったりと、人が苦労して作ったものであると感じ、おなかがいっぱいでご飯を残してし
まったことが心残りだ。もっと食べ物に感謝することが大切である。 

 

 畜産振興センターでは牛の世話を初めてした。餌を与えたり牛にブラッシングしたりして毎日
世話をするのは大変だろうなと感じた。同年代くらいの男の子もいて、小さい頃から牛の世話を
手伝っていたのか、牛の力に負けないくらい、体を張って頑張っていたのですごいと思った。 

 

 諸塚村に行って普段ではできない貴重な体験ができて本当に勉強になったし、村の人達の温か
さをもらった気がします。ボランティアでお世話して下さったりと、諸塚村の方々皆が一体とな
って、村を盛り上げていくことは、とても素晴らしいことだと思います。 

 また行く機会があったら是非行こうと思います。 
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1707210 神田えみ 

 

 諸塚村森林加工センターに着くとまず、緑豊かな自然に目を奪われた。ここは、社会的・経済
的・環境的に適切な管理がなされていると認められた、ＦＳＣ認証のなされた森である。ここで
作られた製品にはＣＯＣ認証がなされており、認証材が適切に使用されているような管理がされ
ていることが認められている。 

 ここでは、コンピュータに組み込まれた無駄のない切り方や乾燥法など、森林が木材に変えら
れる過程を学んだ。乾燥法は 2 つあり、一つ目は人口乾燥。ボイラーによる蒸気または昔の囲炉
裏のように煙によって乾燥する方法。この方法であれば木材をムラなく乾燥させることが可能で、
また時間短縮にもなって流れ作業にはうってつけの方法である。２つ目は自然乾燥。木材の品質
を考えた場合には、自然乾燥の方がいいと思う。しかし、どうしても時間がかかってしまうので、
全部のうちの 7 パーセントが自然乾燥されている。 

 藤屋に来て体験したのは、この研修で最も衝撃的なものであった。それは「地鶏つぶし」であ
る。アリやカといった小さな虫を殺すことは気兼ねなくできるくせに、いざ鶏を目の前にしてみ
ると足がすくんでしまった。「地鶏つぶし」はまず鶏の首を 2・3 回ほどねじり、草を刈るような
勢いで、刃物で首を切り、鶏を逆さまに干して血を出すという手順で行われた。首を切る瞬間、
最初は眼を瞑ってしまい見ることができなかったが、最後の一回は見ることができた。血をある
程度出した鶏を今度は熱いお湯につける。これは、羽をむしりやすくするためである。羽をむし
ることは私も参加した。あっさりとむしれない羽もあり、なかなか苦戦した。私は今まで解剖実
験などもしたことがないので、目の前で動物を切るという行為を見たのは初めてだった。見た瞬
間かわいそうだと思った。しかし、そういった感情を抱いていることはとても残酷であるという
ことに気づいた。命の尊さを知った以上に人間の残酷さが身にしみた。私は食事をする際、初め
て声に出して「ありがとう」と言いたくなった。贅沢な生活を送っている現代の私たちにはこう
いった体験こそが最も必要であると感じた。 

 他にも牛の世話など、多くの体験をしてとても充実した研修だった。いつも話さない人とも交
流できたのも良かったし、村の人たちの温かさを実感できたのも良かった。今回学んだことを忘
れないようにして、これからの生活に生かせていけたら良いと思う。 
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17070220 木下直彦 

 

 二日間の諸塚村での研修で、本当にたくさんの貴重な体験ができたと思います。その体験の中
には自分にいろんなことを考えさせてくれるものもありました。やっぱり一番心に残ったことは
地鶏つぶしです、まだ生きている鶏を殺めている光景を見ていると。かわいそうなどという気持
ちになりすごくつらかったです。自分は今まで鶏肉といえばスーパーなどで売ってある、もうす
でに加工してあるものしか見たことがありませんでした。だからものすごい印象深いものになり
ました。よく考えれば自分がスーパーなどで鶏肉などを買うということは、こういったことも必
ず行っているということです。鶏を育て出荷する人がいて、それを加工する人がいて、そしてそ
れを販売する人がいる、このようにして僕たちのもとに届きます。もちろんそのことは知ってい
ましたが、現実に殺めたり加工しているところを見るとあらためてその過程に気付かされました。
だから夕食のときに肉じゃがとして出てきた地鶏を見て、しっかりと感謝して食べないといけな
いと思いました。 

 畜舎にも行きましたが、そこでは本当に丁寧に牛を育てていて、そんなに丁寧に育てていれば、
これは鶏を育てている人も同じですが愛着がわいてくるだろうなと思いました。やっぱり出荷し
たり殺めたりすることは育てた人にとってもすごくつらいことだと思います。 

 しかしそれを乗り越えられるというのはすごいと思いました。諸塚村には他にも林業が盛んだ
ということで木材加工工場にも行きましたが、たくさんの機械により、流れるように木材が加工
されている様子には驚かされました。諸塚村には本当にたくさんの自然が残っており、ここには
たくさんの生物たちが生息していると思いました。そういう意味でもすごく貴重だということと、
自然をこんなに残し、なおかつ林業との両立もちゃんとできていてすごいなと思いました。 

 最後に、この研修では僕たちが暮らしていく基本を経験させてもらったと思いました。例えば
地鶏を殺めて食べたり、畑で採れた野菜を食べたり、割り箸を自分で作ったり、町で暮らしてい
たら絶対に買ったりするものでも諸塚村では自分で何でも用意したことなどがあります。それに、
感謝して食べる気持ちも僕に教えてもらいました。本当に将来を考える上でも参考になったと思
いました。僕たちのお世話をしてくださった方々には本当に感謝しています。もしまた諸塚村に
いける機会があったら行きたいなと思いました。 
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17070230 木下文生 

 

 私は今まで山村とは過疎化が激しいところが多い場所だというイメージがあったが今回の研
修で訪れた諸塚村でそのイメージは覆されることになった。その理由は集落ごとの連帯感や結束
力の強さをいたるところで感じたからだ。 

 研修で最初に訪れたのは、諸塚村木材センターだった。諸塚村の自然は人工に植えられた杉や
樫などを中心とした自然林が混在しているモザイク林で独特の形態を形作っている。 

 一本の丸太が機械によって板に加工される様子はまさに壮観といった感じでそこで働いてい
る人達も楽しそうだった。そうやって加工された木材は機械でやる人工乾燥と自然の環境に委ね
る自然乾燥でそれぞれ乾燥される。昔は人口乾燥が多かったが最近では自然乾燥も復活してきて
いると言う事である。その理由は、手間はかかるが自然にやったほうが質のよい木材になるとい
う事だった。 

 オリエンテーションの後、昼食に出されたお弁当を食べたとき一番印象深かったのは諸塚の特
産である椎茸だった。今までの椎茸と比べてかなり肉厚で一噛みすると吸っていた煮汁を口の中
であふれさせ味もとてもよかった。ただ、この日はおなかの調子が良くなくあまり食べられなか
ったのが残念だった。 

 次に向かったのは宿泊施設です。私はＦクラスだったので藤の間でした。そこに着いて少し説
明を受けた後の最初の作業は夕食に使う地鶏を絞めることでした。最初はかなりの抵抗感があり
ましたがこうでもしなければ、命をとらないと人間は生きていけないと自分に言い聞かせて最後
の鶏を絞め、羽をむしった後の解体は進んで作業をした。内蔵や脂肪などの色鮮やかさや血の
生々しい感触は今でも鮮明に思い出せます。 

 その作業の途中で取り出した卵黄を一つだけ食べてみた。その味は非常に濃厚にも関わらずす
ごくあっさりとしていて、すぐ何もなかったかのように消えてしまい命の力強さと儚さを感じさ
せてくれた。その日の夕食は自分たちで作った料理だったこともありおいしかった。その後は地
元の人たちと一緒に交通安全教室に参加する事となった。飛び入り参加という形ではあったけれ
ど地元の方々との交流ができた非常に有意義な時間した。 

 研修の二日目は畜産センターにて牛の世話を手伝いました。牛の餌やりは思ったよりも重労働
で、作業の合間には牛に触ったりもしました。餌やりの次の作業は子牛のブラッシングでした。
でもまず子牛を捕まえておくのに苦労しました。まだ子供なのに力が強くて私は危うく体当たり
を食らいそうになりました。 

 この二日間で私が体験したことはとても貴重なものでした。諸塚村は人の温かみが感じられる
良い所でした。この経験はこれからの将来に向けての参考になったと私は強く思います。 
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17070240 清水 遥 

 

 私がこの研修で思い出に残っているのは、やはり地鶏つぶしです。研修前や、実際に地鶏を見
るまでは、地鶏をつぶすと聞いても何も感じなかったし、普通に平常心で見ることができるだろ
うと思っていました。でも実際に地鶏をつぶす時になると、可哀想や、残酷だなと思いました。
さらに、地鶏が逆さに吊されても最後の力を振り絞って動いていたのを見て、命は簡単になくな
るものではないんだと感じました。また、地鶏のつぶしを教えてくれた方が女性だったので驚い
たし、昔はこの行為が普通に行われていたのかと思うと、さらに驚きました。 

 その後の草取り作業では草を取るには意外と握力を使うことを知りました。作業の最後の方に
は右手が痛くなっていました。実家ではたまに祖母の手伝いで草取りをしていたけれど、久々だ
ったので、楽しみつつ草取りをすることができました。また、私は少しの間、草取りをしていた
だけで疲れてしまったけど、祖母はいつも長時間、草取りをしているので実家に帰った時は手伝
おうと思いました。 

 2 日目の畜産振興センターでは初めて牛のブラッシングをしました。私の実家は酪農をしてい
るので、牛はいつも見てきました。でも、牛にエサを挙げることしかしたことがなかったので、
とても良い経験になりなした。そして、牛はとても恐ろしかったです。ブラッシング後に牛から
縄を離した時は、追突されるのではないかと、とても不安でした。でも、仔牛は可愛かったです。 

 2 日間の研修を通して、私たちが普段食べている肉や野菜が、食べられるようになるまでには
多くの時間と手間がかけられているのだなと実感しました。今までは何気なく食べていた食材だ
けど、これからは、育ててくれた人のことや、私たちが食べることで犠牲になった命があるとい
うことを忘れないようにして、食べたいと思います。 
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17070250 吉良真志 

 

 9月26日、午前7時30分に、私は諸塚交通バスに乗り大学を出発しました。私は宮崎県出身なの
で、諸塚村は山村で、木材が有名であることは知っていました。しかし、私が想像していたより
も山の中に村があったので、驚いてしまいました。 

まず初めに見学したのは、諸塚村木材加工センターでした。山奥で木材を製材していたこと
も驚きなのですが、高い加工技術も持っていることに驚きました。その後、しいたけの館へ向か
い、そこで開校式が行われ昼食をとった後、宿泊する宿の方へ向かいました。そこで私は鶏をつ
ぶすという滅多に体験できない体験をしました。少し怖かったのですが、今晩のおかずになる鶏
だったので、嫌とも言っていられないし、自分でつぶした方が命の重さを知ることができるので
はないかと思い自分から進んでやりました。私は初めてだったので、何をどうすればいいのか分
からなかったのですが、村の人たちの手助けで、鶏を潰すことができました。その後、畑の草取
りをして１日目が終了しました。 

27日、最終日。宿を出発して、まず、最初に向かったのは、畜産振興センターでした。ここ
では、牛への餌やりと子牛の移動とブラッシング、洗浄がありました。ウシへの餌やりは一頭の
餌の量が多いので、たいへんな重労働でした。それが終わると、今度は、5~6頭の子牛を別の牛
舎に移す作業をしました。子牛の力は予想以上に強く、なかなか移動してもらえず、格闘の末よ
うやく移動することができました。その後、子牛にブラッシングをして作業を終了しました。畜
産農家の方々は、毎日このようなことを少人数で行っているのかとおもうと、畜産農家の方々は、
忍耐強いなとおもいました。その後、昼食をとるために、まあ夢で昼食とハーブの説明、林業に
ついての説明がありました。その後、体験発表があました。そして、2時30分にバスに乗り、諸
塚村を出発しました。 
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17070260 楠瀬成美 

 

 今回の学外研修で始めに見学した木材加工センターでは檜や杉の木がたくさん加工されてい
ました。この施設を見て驚いたことは、木材の太さや大きさを機械で選別していたということで
した。木材を切ったり、乾燥させたりという作業は機械で行っていると予想はしていたのですが、
まさか選別までしているというのはまったく予想外で本当に驚きました。しかもこの選別作業は
本当に正確だというので技術の進歩は凄いなぁと思いました。 

 

 藤屋に移動して、最初の体験は地鶏つぶしでした。この体験は 2 日間の研修の中でも特に印象
が残っています。地鶏つぶしを体験して、今まで自分たちがいかに楽をして生活していたのかを
実感しました。昔の人たちはこういうことを日常的に行っていたのだということを考えると改め
て昔の人たちの強さというものを感じました。それと同時に食べ物に対してもっと感謝の気持ち
をもって頂こうと考えるようになりました。 

 その後は大豆畑の草取りをしました。草取りをするのは久しぶりでいい運動になりました。食
事のときは地元の食材を使った料理が並んでいました。草取りを終えてからの食事は一層おいし
く感じました。大勢での食事は会話も弾み、それもまた食事をおいしくさせているんだろうなぁ
と思いました。食事の後、法令集会にも参加させていただきました。村の人たちが集まって真剣
に講習をうける姿を見て、村全体が一丸となって物事に取り組んでいるということは今の自分の
生活にはないことなのでうらやましく思いました。 

 2 日目は畜産振興センターで牛の世話をしました。始めは牛の餌やりをしました。きちんと餌
の重さを量らないということだったので、これを毎日行っているセンターの人たちは凄いなぁと
思いました。餌やりの後は子牛を別の牛舎へ移動させ、ブラッシングをしました。最初は暴れた
りしたらどうしようと不安だったのですが、実際ブラッシングしてみたら大人しくてとても可愛
いと感じました。動物と触れ合うことの楽しさを実感しました。でも、この牛たちもいずれ食用
として出荷されていくのだと考えると寂しく感じました。 

 

 今回の研修を通して、命の尊さ、人と人の繋がりあいなど普段体験できないたくさんのことを
学ぶことが出来き、本当に充実した 2 日間を過ごせたと思います。 

2 日間お世話してくださった諸塚村の人々に改めて感謝します。 
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17070270 久保亮貴  

 

 この学外研修は本当にすばらしい体験になりました。一番印象に残っているのは何といっても
地鶏つぶしです。というのはこの地鶏つぶしの作業で皆が最も敬遠しそうな鶏殺しを僕がやった
からです。正直言ってもうこんなことは二度としたくないと思いました。もともと、この作業の
目玉である鶏殺しはしない方向で考えていましたが、Ｋ先生が半強制的に僕を引っぱり出してき
てしまったので、まあ一生に一度、あるかないかの貴重な体験だと思い、しぶしぶやってみよう
と思いました。しかし、いざ鶏の前に立ち、なたを持つと、さっきの自分の考え方に後悔し、誰
かに代わって欲しいと強く思いました。殺せるわけがないと思いました。しかしもう後には引け
ず、やるしかなかったのでそれはもう心を鬼にして挑みました。切る直前、鶏が激しく暴れてい
たのを今でもよく憶えています。自分がもうすぐ殺されるのというのが直感で分かるのだなと思
いました。思っていたよりも鶏の首は羽が邪魔してなかなか切れませんでした。中途半端に切れ
て、血が出ていたのでとても苦しそうでした。 

 このときの心境を恐ろしく憶えています。鶏のことを思えばこそ早く頚動脈を切り、楽にさせ
てあげるのがベストですが、これ以上は切ることを拒む自分が邪魔をしてなかなか、なたを振り
下ろす力をどうしても加減してしまうのです。なかなかトドメがさせないので現地の人の手伝い
もあってようやく、この作業も終わり、普通ならホッとしそうな場面ですが、このとき僕の頭の
中は自責の念で押しつぶされそうでした。しかし、現地の人はとても手慣れた感じだったので、
ついていけないなと思い、こういった系統の仕事はできないと思いました。しかし、もう二度と
しないと決めた作業ですが、この地鶏つぶしの作業が貴重な体験だったことには変わりありませ
ん。その後のやった草取りですが、地鶏つぶしに比べると、とてもたやすい作業だったので、ひ
たすら無心に草を取っていました。だいぶ日も暮れ、いろんな作業を経て、おなかも相当すいて
いたので夕食は格別においしかったです。特に地鶏はおいしかったです。おなかも満たされ、そ
の日こなした作業とかでとても疲れていたので、早く寝ようと、お風呂に入ったり、寝る準備を
しました。寝袋に入った瞬間に爆睡し、気付いた瞬間には朝でした。 

 二日目では何といっても畜産振興センターでの牛の世話が印象に残っています。子牛の力が以
外にも強かったからです。牛の世話も無事終了し、その後ハーブ園で昼食をとり、そこで各班別
に体験発表をして、ようやくこの学外研修も終わりました。引率の先生方や諸塚村の人々には本
当にいろいろとお世話になりました。あとバスの運転手の人にも、すごく感謝しています。行き
帰りの長い道のりで、ほとんどの人が寝ている中ずっと運転していてくれて、その上、運転の困
難な山道でのハンドルさばき、など本当に良くしてくれ他と思いました。本当に楽しく、すばら
しい学外研修になりました。ありがとうございました。 
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17070280 倉永哲人 

 

 学外研修で最初に行った諸塚木材加工センターを見学してとても驚きました。僕の予想ではも
っと多くの人が加工センターで働いていて、木材の加工作業をしているのだろうと思っていまし
たが、実際は機械がほとんどの作業をやっていて、人はたまに見かける程度でした。働いている
人や機械の動きはとても効率が良く、見ているだけで爽快でした。真剣に働く事の大切さを教え
られた気がしました。宿泊場所に着いてからは、まず地鶏つぶしをしましたが、これは僕にとっ
てとてもショックで少し気分が悪くなったりもしましたが、今までとは違った視点で食べ物を食
べるという事について考えられるようになれたので、今思えばとても良い体験をしたと思うこと
ができます。草取り作業は以前学校で簡単な所だけ作業したことがありましたが、本格的にやっ
たのは今回が初めてだったので大変でした。農家の人が何時間もかけてやっているこの作業のき
つさが良く分かりました。夜は交通安全教室があり、諸塚村の公民館組織というものがどういう
ものかという事も知る事が出来たので良かったと思います。次の日の朝から行った畜産振興セン
ターでの牛の世話では、餌をバケツにつめて持っていくのは重くて大変でしたが僕が与えた餌を
きちんと牛が食べてくれたことがとてもうれしかったです。しかし、子牛を小屋から移す時には
思い通りに動いてくれなかったり、ブラッシングをした時も牛に警戒されたりして大変でした。
牛を相手にする事で動物の世話をする仕事の面白さと大変さを知る良い機会になったと思いま
す。あと、生まれて初めて牛に触りましたが、この時の事は一生忘れないと思います。池の窪グ
リーンパークでの複相林の見学では、どのようにして木材となる木を育てていくのかという事を
知る事が出来ました。初日に見学した木材加工センターではたくさんの木材を見てきましたが、
あそこにあった木材の一本一本に大きな労力がかかっているという事を実感できて非常に興味
深かったです。研修は移動時間が長くて疲れることもありましたが、大学の講義で聞いても今ま
であまり良く分からなかった農業や畜産といったものを身近に感じられるようになったし、実際
にどういう事をしているのかという事も少し分かってきました。研修に参加して良かったと思い
ます。 
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17070290 黒木健太 

 

 諸塚に着き最初に木材加工センターを見学しました。ここは山を削って作られたそうで、とて
も広いところでした。ここでは多くの機械が木の選別や加工、乾燥などの作業をしていました。
木材加工センターの様子と作業の内容を知ることができました。次に、しいたけの館に諸塚村の
説明を聞きました。そこで諸塚村は様々な村づくりをしていることを聞きました。道路網を整備
して村の面積あたりの車道密度が日本一の高密度道路網を造りあげたり、独自の自治公民館活動、
森林理想郷などの計画の数々など村づくりに対する取り組みに驚かされました。次に鶏をつぶす
ところを見ました。鶏の命が奪われていくさまを見て可哀相だとも思ったけど、自分が生かされ
ているという感謝の気持ちも常に忘れないようにしないといけないとも思いました。そのあと僕
は大豆畑の草取りをしました。畑は広く草もたくさん生えていて大変でした。翌日、牛舎で給餌
やブラッシングなどをしました。どの作業もとても苦労しました。その後はハーブや森林の見学
をしました。今回の研修では日頃経験できないことを色々体験することができてとても貴重な時
間だったと思います。沢山得るものがありました。また、お世話になった諸塚の人には感謝した
いです。有難うございました。 
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17070300 黒木里夏 

 

 ２日間、諸塚村に泊まりがけで行った。この２日間で貴重な体験をすることができたし、改め
ていろいろなことを考えさせられた。 

 １日目の午前中は、木材加工センターに見学に行った。いろんな機械を見た。木を太さごとに
分ける機械、木の皮をはぐ機械、木を切る機械、木を乾燥させる機械などを。特に木を切る工程
では、コンピュータで木の凹凸を考えて切りやすい向きをだしていて、それがおもしろいなと思
った。また、機械をおもしろいなと感じた反面、今では機械で簡単にできるけど、機械がなかっ
た時代はあの工程を手作業でやっていたんだなと考えると、昔の人はすごいなと思った。午後か
らは、地鶏をつぶした。普段何気に食べていて、いざ殺すとなるととてもかわいそうだった。命
の大切さ、食べることの幸せさを改めて感じさせられた。ただただすごいなと感じた。昔の人は
そうやって暮らしてきたんだな、自分たちは無力だなと感じた。あと、卵が入っていたのにはび
っくりした。また、夜も今まであまり話したことのない人と話せたし、いつも一緒にいる友達の
ことも今まで以上に知ることができたのでよかった。 

 ２日目は、牛のえさやりとブラッシングをした。えさやりはあんなに人数いたのに何回も往復
した。私たちは初めてだったので楽しかったけど、毎日、少ない人数でやるとなると大変だなと
思った。ブラッシングは、とてもかわいそうだと思った。近づいただけでとてもおびえて、その
おびえている目がいまだに心に残っている。牛がこんなに嫌がることもあるんだなと初めて知っ
た。 

 この２日間は、本当にあっという間だった。最初はいやだなと思っていたけど、いろんな人と
交流することができ、また１つ１つが勉強で自分自身が成長できた気がした。鶏をさばいたこと
は、今後実際にすることはないと思うので本当にいい体験ができたなと思った。かいそうだと思
っていては人は生きてはいけないんだな、他の命を犠牲にして人は生きているんだなと本当に思
うことができた。今の若い人たちはこういった経験を普段する機会がないので、たくさんの人に
体験してほしいと思った。 
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17070310 桑原啓吾 

 

 短い間の研修でしたが、思い出がたくさんできました。村の皆さんに大変お世話になりました。
諸塚村はすごい村だと思います。広い面積のほとんどが木で占められていて、人はわずかな平地
に集落を作って暮らしている。山村であるが、観光の施設がきちんと整備されていて村がきちん
とまとまっています。 

 一番忘れられないのは、鶏をしめて解体、調理したことです。自分は解体を担当させていただ
きました。おばちゃんがよく教えてくださったので、無事調理することができました。鶏を殺す
時と夕食にして食べる時、つらい気持ちになりました。私たちは虫を殺す時、あまり深く考えま
せん。食事をするときこのような気持ちになりません。ではどうしてこの鶏についてはつらくな
るのか。命に対する考えが甘いと感じさせられました。 

 二日目は畜産振興センターで牛の世話を体験しました。その中で子牛を移動させるお手伝いが
あり、思うように動いてくれない子牛を 3 人がかりで押してもびくともせず、力のすごさに驚き
ました。そのあとのブラッシングでは、ブラシが痛々しく感じて戸惑いましたが、やってみると
牛が気持ちよさそうにしたり、場所と力かげんによって痛がったり、なんとなく牛の気持ちがわ
かりました。 

 池の窪グリーンパークでの山林見学と木材加工センター見学で、山にモザイク様に異なる種の
木を植えていることや、伐採の時期をずらして 25 年周期で生産できるようになっていることな
ど、言われなければ気がつかなかったすばらしい工夫を説明していただきました。 

 村の方々は、優しくておもしろい話をしてくださる人が多く、2 日間の生活で本当にお世話に
なりました。また、この研修で初めて話した友達もできました。大変貴重な機会が与えられたと
感謝しています。 
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 17050620 竹山大輝 

 

近年、農山村での高齢化や後継者不足に伴い耕作放棄地や限界集落が問題視されている。また、
地域間の効率化を図り、様々な地域での市町村合併をよく耳にする。合併によって市や町の域が
広くなり、「村」の名前が珍しくなってきた。 

 そんな中で今回私たちが、学外研修の一環である体験学習「森のエコゼミナール」としてお世
話になった地域が諸塚村である。諸塚村には古き良き時代の日本の風景が鮮明に映し出されてお
り、その景色に癒されるとともにどこか安心感があった。 

 そして、村の中では見知らぬ人同士でもすれ違いざまには必ずあいさつをするといった習慣が
あり、近隣との接触が少なくなってしまった社会に生きる私たちが忘れかけていたものかもしれ
ないと感じた。道端で村の方と出会い、少し緊張気味にあいさつすると気持ちの良いあいさつが
返ってきた。私は新鮮味のあるこのあいさつが嬉しくてたまらなかった。小さなことかもしれな
いが、非常に大きなことのように感じた。あいさつが人と人をつなぐ大切なものだと改めて実感
させられた。 

 また、諸塚村にはコンビニやスーパーがあちこちにあるわけではなく車を何十分も走らせた所
に１、２件あるくらいで自分の住んでいる地域とのギャップを感じた。その日の夜は自炊するこ
とになっていたが、まさか生きている鶏を殺し、それを調理するとは考えてもいなかった。村の
方は慣れた手つきで鶏をつぶしていったが、その光景を初めて目の当たりにする私には耐え難い
ものがあり、命の儚さと重さについて改めて考えさせられた。しかし、鶏などの生き物が命を絶
つことで我々人間が生きていくことが出来るのだから感謝の気持ちを忘れてはならないと感じ
た。諸塚村でいただいた地産地消の食事は、どんなご馳走にも負けないくらいのありがたみとお
いしさがあった。 

 今回、森のエコゼミナールを体験させていただいたことで自然の恵みのありがたさ、人と人と
が支えあうことの大切さ、そしてこれらがあるから今の自分がいることを感じることが出来た。
この貴重な経験をこれからの人生に活かし、周りに対する感謝の気持ちを忘れずに幅広い視野で
物事を考えられる人になりたいと思う。 
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17070330 古賀 愛 

 

 今回諸塚村に行ってさまざまな貴重な体験をさせてもらいました。 

 まず、木材加工センターでは林業の経済的な厳しさを聞くことができました。 

次に、茶畑というものを初めて目の当たりにし、実際に茶畑の草むしりをして、なれない作業
にとても疲れました。今回私たちがした作業はほんの一部にすぎないはずなので、村の方々はほ
んとすごいと思いました。実家が農家ということもあり、祖父祖母の毎日の仕事の大変さが身に
しみました。 

 そして恐れていた地鶏つぶし。結局最初から最後まで可哀想という気持ちと残酷で怖いという
気持ちで鶏に触れることはできませんでした。しかし考えさせられたことは十分ありました。私
たちが普段スーパーなどで目にするものはすでに原形がほとんどない状態なので、命をもらって
いるという実感がわかないのが事実だと思います。しかし今回の体験で、私たちが生きていくた
めにさまざまなものが犠牲となり、私たちに命を提供してくれているということを改めて実感し
ました。私ができることとして、食べ残しなどして食べ物を粗末にしないこと、「いただきます、
ごちそうさまでした」と感謝の気持ちをきちんと言いたいと思います。 

 ２日目の畜産振興センターでうしの世話をさせてもらいました。これまた初体験で、牛の数、
牛の大きさ、牛の力の強さに驚かされました。しかしあのウルウルとした大きな瞳がものすごく
可愛く感じました。また、牛の体の泥を落とす作業では何回か蹴られそうになりました。そした
ら、牛の真後ろにはあまりいない方がよいと教えてもらい、１つ学びました。 

私は、諸塚村の村一丸となって昔からの伝統を生かし村を発展させようとしている姿勢に魅力
を感じました。今回のような体験ができて本当によかったと思います。もっとたくさんの人にも
体験してほしいです。また、これから先進路を考える際に今回の体験が何かしらの形で役立つも
のと思います。 

今回お世話してくださった方々、本当にありがとうございました。 
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17070340 佐伯泰平 

 

 私は宮崎県で最も田舎である西米良村出身です。だから、この諸塚村での学外研修は、改めて
農村地域を見直すものになりました。諸塚村で最初に行った木材加工センターでは、木材のブラ
ンド化について考えました。西米良村の森林組合で問題となっているのは、木を切り出しても、
収入が無いということです。易い輸入木材が入って来ている今日、諸塚村は、木材をブランド化
して苦しいながらも収入を得ていることに感心しました。しかしいくらブランド化しても、収入
は苦しいのが現状です。日本の森林気候は易い輸入木材に苦しめられ続けると思いました。 

 私がこの学外研修で初めて体験したことは、地鶏つぶしです。昔ではあたりまえだった殺すと
いうことに衝撃を受けました。正直な感想を言うと、可愛そうだと思いました。しかし、私たち
はこれからも鶏肉を食べていきます。だからこそ、このことを忘れてはいけないと思いました。
私たちは生き物の命を奪って生きていることを忘れてはいけません。 

 牛の世話を体験できたことも良い体験になりました。牛舎に最初入った時は、子牛にさえ恐怖
心を覚えました。人間より力が強いので悪戦苦闘しました。仔牛も親牛も一頭一頭表情が違うの
で、だんだん愛着が湧いてきました。しかし、牛たちもいずれは殺されて、私たちが食べること
になります。ここでも、私たちは生き物のおかげで生きているのだと実感しました。 

 農業地域は、これからも人口は減少していきます。若いと、人は街場に住みたがります。それ
により、農村に子供が増えず人口は減少していく一方です。誰だって便利な生活がいいに決まっ
ています。農村の人口が減少してしまうのはしょうがないことだと私は思います。しかし、農村
には、都会にはない物がたくさんあります。自然はもちろんですし、都会では牧場を作れません。
畑も作れません。農村でなければ、食物は作ることはできません。 

 農村の農家で問題となるのは収入もありますが、跡継ぎが無いということがあります。人が少
ないですから当然です。しかし、誰かが継がなければ、食物が生産されません。人口が減少する
ことで起きてしまう悪循環を止めるために農村は以下に人口を増やすかという問題に取り組ん
でいるのだと思います。 

 農村は木材をとっても、農作物をとっても、私たちの根源です。学外研修で改めて思いました。 
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17070350 杉本 茜 

 

 私は今回の諸塚村での研修で、普段なにげなく口にしているものは、すべてが命あるものであ
り、1 つ 1 つをありがたみを持って食べなければならないと感じました。又、昔からのやり方で
作業をすることの大変さ、そして素晴らしさを学ぶことができました。 

 諸塚村は本当に大自然に恵まれていて、昔ながらの生活文化が見られました。この村ではあい
さつははとても大切で、あいさつをすることによって、お互いの信頼関係が成り立っていました。
住んでいる人達の温かさも感じることができました。 

 諸塚村に着いて、最初に食べた山菜弁当は、地元の婦人会のみなさんが作ってくださったお弁
当でした。そのお弁当の中には、特産物である「しいたけ」が煮物として入っていたり、酢の物
が入っていたりと手作りの弁当はとてもおいしかったです。 

 そして「やましぎの社」で行った、茶園の草取りは、急な斜面で腰を曲げてする作業だったの
で、お年寄りの方にはとても大変な作業だと感じました。草取りを終えた時は、とても達成感が
あり、汗をかきながら作業をすることはとてもいいことだと思いました。 

 その後はいよいよ地鶏つぶしです。私の実家では、よく祖父・祖母が鶏をつぶしていましたが、
私はそれをただ見ているだけでした。しかし、今回実際に自分達で鶏を殺し、さばくことによっ
て、生き物を口することがどんなにありがたいことかを身にしみて感じ、私たちが生きていくた
めには、多くの生き物の命が犠牲になっていることから目をそらしてはいけないと感じました。
又、村の方に教えてもらいながら鶏をさばいてみて、札いい口にしているのは、鶏のどの部分な
のかということや、生で食べることで、今まで味わったことのない味わい方があるのを知り、と
ても勉強になりました。 

 次の日行われた、畜産振興センターでの牛の世話は、楽しかったですが、これを毎日すると思
うと大変だなぁと思いました。餌を食べる姿がとても可愛く、大切に育てたくなるような牛でさ
えも、いつかは肉牛として全国に出荷されると思うと、感謝しなければならないと思いました。 

 今回の研修を通して、諸塚村のような大自然に囲まれた地域での生活や農業にとても興味がも
てました。又、食べ物の大切さや、人々とのふれ合いなどの多くのことを学べてとてもよかった
です。これから大学で勉強していく中で、今回学んだことを生かした視野を広げていきながら頑
張りたいです。 
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17070360 須藤勇也 

 

 木材加工センターでは、諸塚村の山から切ってきた丸太を製材しているところを見学しました。
加工された木材ができるまでの工程は、長い期間が必要なことを知りました。囲うセンターでは、
家を建てる人が直接、家に使用される木材を見れるシステムは、良いアイディアだと思いました。 

 やましぎの社は山の上にあり、自分たちの生活している所とは違い最初は驚きました。茶園の
草取りは、腰が痛くなるような作業でしたが、自分たちがお茶を飲めるのはこのような作業をし
ている人たちがいるからだと思いました。地鶏つぶしは、初めて見ました、あのときの光景は忘
れられないです。地元の人たちの話を聞くと、地鶏をつぶすことは、年に数回しかなくて、ごち
そうだったそうです。今では、頻繁に食べられている鶏肉も昔は貴重な食料だったんだと知りま
した。やましぎの社には、かまどや、五右衛門風呂があり、実際の生活では体験できないことが
たくさんすることができました。 

 このような体験ができたのは、地元の方のおかげで、とても感謝しています。 

 2 日目の、午前中は、畜産振興センターでの牛の世話でした。牛のブラッシングでは引っ張る
ことだけで大変でした。ブラッシングをしているときの子牛は、とても大人しく、作業しやすか
ったです。また、ブラッシング中に子牛から排泄物が出てきたときは、汚いとか思ってしまいま
したが、畜産センターの方はまったく気にすることなく、子牛に接している姿が印象的でした。
自分たちは一頭の牛で精一杯でしたが、牛舎全ての牛を毎月ブラッシングしているかと思うと、
根気強くやっているなぁと考えさせられました。牛のエサには、数種類あり、エサを一頭に与え
る量を決まっていることを知りました。 

 将来、農業に係わる職業に就きたいために農業部を選択したわけですが、実際に農村に行って
研修をしてみることで、現在の農業の状態を少しだけどわかったような気がしました。 
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17070380 高村洋太 

 

1 木材加工所 

 〇 まず、初めに見た木材加工所では、木材を選別するための機械に驚きました。機械が自動
的に木材の太さを選別し、ベルトコンベアーから落とす。それが全て自動で判別されることに驚
きました。しかし、その気か愛が故障したら修理ができないから大変だ。と、現場の人が言って
いました。その他にも枝を切ったり、木材を加工するのも機械がやっており、イメージより、機
械が多くて、驚きました。 

 

2 茶園の雑草取り 

〇 次に、諸塚村に着いた後、茶園の雑草を取りました。初めて見る茶園で感動しました。
鎌を使うより、手で取るほうが速くて、とても苦労しました。また、時期的にはおかしいら
しいのですが、茶の花がありました、小さな白い花でした。 

 

3 鶏捌き（夕食の準備） 

〇 雑草取りが終わると、いよいよ鶏捌きでした。本当は全くやるつもりはなかったのです
が、鶏の首を切り、血を抜きました。首を切られているのに、最後まで暴れていてすごかっ
たです。その後の処理をしなくてよかったので、首を切るのを担当していてよかったです。 

 

4 牛舎の掃除 

○ 二日目は朝から牛舎の掃除と餌やりをしました。牛の背中や脚にウンコがくっついてカ
ピカピになっており、全然取れなくて、とても大変でした。また、取っている最中にウンコ
やオシッコをされて、とても苛つきました。餌も量が決められており、とても大変でした。
あれを毎日やっている現場の人はすごいなぁと思いました。 

 

5 ハーブ園 

 最後にハーブ園に行きました。ここは特に自然が豊かで、リラックスできました。昼
食のチキンカレーもおいしく食べました。そして、二日間の研修の感想を発表し、無
事研修を終えました。 
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17070390 滝川悟史 

 

 九月二六日、学外研修のため 6 時半に起床。前日に生産環境システム学科分の学外研修があっ
たので若干疲れ気味だったのですが、寝坊せずにきちんと起きられてよかったです。 

 七時半、点呼などが終わりバスへ。寝ている間に木材加工センターに到着。原木のサイズ選定
や表皮の剥ぎとり、加工など、ほぼ自動化されていて木材がどんどん加工されていく様子を見て
いて今の技術はすごいものだな、と思いました。 

 その後しいたけの館でのオリエンテーション、昼食などを挟み、やましぎの杜へ。古民家を修
繕したものらしいですが、いかにも田舎の家といった感じで自分はとても気に入りました。 

 そしていよいよ実習開始。近くの茶園で除草作業をやりました。低姿勢で、しかも力を入れて
作業していたので首や腰などが痛くなったりもしましたが、友達と話をしながら作業していたの
であっという間に終了。毎年、しかも何回もこのような作業をしているのかと思うと、農家の方
たちがどれだけ大変であるかがよくわかりました。 

 さて、次に地鶏つぶし。家の裏に回ると、籠の中で鳴く鶏が。すでに羽の一部が抜かれ、縛ら
れながらも暴れ鳴く様は見ていて少し可哀想に思いました。最初に地元の人による実演。手慣れ
た手つきで早々と処理を終えるのを見、少し前まではよくこういうことをやっていたのだな、と
実感。その後二人選ばれて実演して血抜き。さっきまで動いていた鶏がぴくりとも動かず…いま
までいろんな命をうばって生きてきたということを改めて考えさせられました。で、血抜きも終
わりいよいよ解体へ。今までだったらおいしそうとか冗談で言っていたと思いますが、実際につ
ぶすところを見たらそんなこと言う気が全くしませんでした。 

 二日目、畜産振興センターでの牛の世話。自分は最初牛のブラッシングだったので子牛の元へ。
最初は小さくてかわいいとか思っていたのですが、縄で柵に繋ぐときは逃げまどい、捕まえても
動いてくれなかったり、ブラッシングを始めたら腕を蹴られたりで散々なことに。生き物を相手
にすることの難しさを体感させていただきました。 

 結局けがもなく、また貴重な体験をいろいろと体験させていただき、同じ学科の仲間と仲良く
なったり、とても有意義な二日間を過ごせました。この研修を企画、実効してくださった諸塚村
の方々や先生方にとても感謝です。またいつか時間のあるときにもう一度行ってみたいです。 
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17070400 田島有貴 

 

 諸塚村での森のエコゼミナールという学外研修では、さまざまな体験をすることができました。 

 1 日目の木材加工センターでは、諸塚の木材に誇りを持った方々が熱心に働いていて、木材を
育てるには時間と手間がかかり、そのわりにはあまり高く売れない、など私の全く知らないこと
を知ることができた。 

 また、2 日目にあった複相林で、一番効率のよい伐採と植林方法も知ることができ、きちんと
持続的な林業ができるよう工夫されているところに感心させられた。 

 午後からのやましぎの社での活動では、地鶏つぶしが衝撃的であった。 

 私は鶏に全く触ることができず、調理のときも野菜ばかり切っていて、夕食では恐る恐る食べ
る始末であった。 

 地鶏のつぶし方を見て、あんな風に処理されているんだと思うと、たとえ食べられる運命であ
っても鶏だけでなく牛も豚もだされたものはきちんと食べなければならない、と感じた。 

 一連の共同作業で鶏を捌く、という経験はめったにできないし経験値を積む機会であったが、
参加できなかったのが心残りである。 

 2 日目の畜産振興センターでの牛の世話は、面白かったが結構な労働であった。 

 実際に農家の人がやっていることの一部分しか体験していないが、大変疲れた。 

 しかし、達成感を味わうことができた。 

諸塚村では、普段できないことから感じないことまで体験することができた。 

農業に限らず、話を聞くのと体験するのとでは学べる量が明らかに違うため、今後も様々の体
験をしていき、大学生活だけでなく社会人になっても、その体験が生かせるようになりたい。 

諸塚村で学んだ基本的なことが、あいさつをすること、であったため、そこから実践していき
たい。 
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17070410 田中有理佐 

 

《一日目》諸塚村木材加工センター～しいたけの館 21～やましぎの社 

〔諸塚村木材加工センター〕 

 諸塚村木材加工センターでは木材加工の行程を見学しました。 

 

①材木を運ぶ⇒②皮を剝いで太さ別に仕分け⇒③製材⇒④乾燥 

 

他にもいろいろ仕事があって大変そうでした。かかる費用と労働力に比べて材木の価格は安めだ
と感じました。実際に支援をうけてぎりぎりだそうです。材木を運ぶ機械を動かす人の運転テク
ニックがすごかったです。 

 

〔やましぎの社〕 

 やましぎの社はもとは個人の民家だったそうです。囲炉裏や五右衛門風呂があり、落ち着いて
いてとてもいい雰囲気でした。 

 

①茶園の草取り 大変でしたが、やっているうちに実家の手伝いのようで楽しくなってき 

ました。 

②にわとり にわとりつぶしをはじめてみました。最初は平気だと持っていましたが、実     

際に間近で見てみると生々しくて生き物を殺しているのだと実感しました。 

 まず足をしっかりとつかんでにわとりの首を後ろにそらせます。ナイフで首を切ったあと逆さ
につるして血抜きをします。熱湯をかけて羽を抜き、塩をすり込んで洗い流したあと解体してい
きます。解体作業については魚と違い、内臓が最後まで残るのが印象に残りました。 

 

《二日目》畜産振興センター～池の窪グリーンパーク 

〔畜産振興センター〕 

 畜産振興センターでは牛の世話をしました。まず私たちの班は子牛のブラッシングをしました。
子牛といっても親より小さいだけでかなり大きく、力も強いため結局自分では捕まえられません
でした。ブラッシングのあとは牛たちにえさやりをしました。えさの量をグラム単位で測ってい
たことに少し驚きました。牛とあんなに間近で関わったのは初めてだったのでおもしろかったで
す。 

 

〔池の窪グリーンパーク〕 

①ハーブ園見学 

 ハーブ園には今まで見たことのなかった植物があっておもしろかったです。ハーブはとてもい
いにおいがしました。 
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②ハーブレストランまあ夢 

 昼食にはカレーを食べました。漬物はハイビスカスで色付けされているらしく、とてもきれい
でした。 

 

《感想》 

 今回の研修では木材加工センターを見学したり実際ににわとりをしめて食べたり牛の世話を
したり、なかなかできない体験ができたと思います。これからの生活になにかしら活かすことが
できたらいいなと思いました。」 
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17070430 中島章悟 

 

 諸塚村で一泊二日の学外研修を受けてとてもよい勉強になりました。 

 

 まず最初は木材加工所、木材がたくさんあり仕組みなどたくさんのことを教えてもらいました。
木材の大きさの区別、そして高品質かなど人の手でせずに機械がほとんどしていてとても驚きま
した。そこの木材加工所は、前までは赤字で、最近になって黒字になってきたと言っていました。
日本の木材は外国からの輸入に偏っていたという背景によりなかなか黒字にならないことが改
めて実感しました。 

 

 次に館に着き茶園の雑草取りをしました。茶園の雑草取りは思っていた以上に大変でとても手
間がかかりました。でも作業が終わった後のお茶はとてもおいしかったです。宮崎にも茶園があ
ったことに驚きました。 

 

 そして初日の最後は夕食作り、地鶏をさばくことになりなした。まさか僕になるとはおもって
いませんでしたが本当によい体験ができたと思いました。そして自分達で作ったご飯もおいしく、
自分達でわかした五右衛門風呂も格別に良かったです。 

 

 そして、最終日の初日は牛の世話でした。正直かなりきつかったです。しかし牛も喜んでいた
ようなので達成感もあったので良かったです。将来、畜産面も良いかなと考えました。 

 

 最後にハーブ園、植物について学んだり、森林の人工林や並び方などを教わりました。 

 

 この一泊二日の諸塚村の研修でたくさんのことを学びました。自然との共生、地域資源や産業
を生かすこと、持続できる事業、そして命の大切さなど普段の生活では味わえない貴重な体験が
できたと思います。資本の力でなく、人や森林資源という力で村全体が森林公園だと実感しまし
た。今の日本にとても大切な宝物だと思います。この貴重な一泊二日の研修を決して無駄にはせ
ず、これからの生活に活かして生きたいです。 

 そして諸塚村のみなさんに感謝したいです。ありがとうございました。 
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17070450 中村 新 

 

 今回の学外研修では、様々な体験をする事ができ、とてもいい研修となった。まず、初めに行
った、木材加工センターでは、山から伐採されてきた、木材を加工するシステムを見学する事が
できた。かなり、山奥にあり、結構重労働であった。林業の今の現状は、とても厳しいと言って
いた。一本の木を育てるのは、とても長い年月がかかり、伐採した後の地には、また木を植林す
る。林業によって生活していくには何世代もかかる。とても大変な仕事であるとともに、絶対に
なくてはならない職業だと思う。また、安い輸入林に対する、策を考える必要があると感じた。 

 次に、諸塚村のしいたけの館に行った。諸塚村は、とても山奥にあり、驚いた。諸塚村では、
自然とふれ合う企画を行っていて、とてもいい事業だと思った。現代の子供は、あまり自然とふ
れ合う機会が少なく、農業もした事がない。この事は、農業従事者の減少に、少なからずとも影
響していると思う。自分も、あまり農業体験をした事がなかったので、いい体験となった。 

 次に、宿泊先へと移動した。山の上にあり、上る途中の道は、一本道で、バス一台がやっと通
れる道であった。とまった家は、昔の民家という感じで、とても趣があった。着いて、まず初め
に、お茶の周りに生えている雑草を処理する作業をした。雑草がとても多く生えていて、抜くの
に腰を曲げるため、腰が痛くなった。の課の人の苦労が身にしみて分かった。次は、地鶏つぶし
を行った。首を切って血を抜いて、羽を抜いて、解体した。首を切って血を抜いたにもかかわら
ず、動いていた地鶏の生命力の強さに驚いた。動物を殺す事は、とても恐ろしいが、弱肉強食の
世界・食物連鎖の過程で、生きていくためには、絶対に必要なことなので、今回のこの体験を通
して、命の大切さを知り、これから食事をする時は、必ず食べ残しのないようにしたいと思った。
その後は、食事の準備、風呂の火おこしを行った。火をおこすのにかなりの時間がかかり、とて
も大変だと思った。昔の人は、毎日このようにしていたと思うと、現代は、とても便利な世の中
になったと思った。 

 二日目は牛の世話を行った。牛の食事の量は、とても多く全ての牛に干草を配るのは、大変だ
った。あと、子牛の世話では、小さくてもとても力が強くなかなかうまくいかなかった。今、食
肉牛が外国から安い価格で輸入されているので、その対応策も考える必要があると思った。 

 今回の学外研修を通して、これから農学を学んでいく上で、とてもいい参考になった。学校で
は体験できない事を、身を持って体験できた。これからの大学生活で生かしていきたい。また、
同じ学科の人と親交を深められてとても良かった。 
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17070460 中村晋一朗 

 

 諸塚村では非常に貴重な体験ができた。やはり私たち農学部の学生としてはいわゆる「農村」
の現状を体験するということは今後の自分たちの為にも非常に有意義なことだと思う。実際、私
も岡山県のどちらかといえば田舎のほうの出身だが、諸塚村ほどの田舎には行ったことがなかっ
た。諸塚村で体験することは初めてのことばかりでとても楽しむことができた。しかし、楽しい
と楽であるというのは決して同義ではなく、あのようなことを日常生活として行っている諸塚村
の人たちはどのような思いで生活しているのだろうかとも思った。諸塚村での研修の最初のうち
は、なぜ諸塚村の人たちが山を降りて都会に移住しないかが全く分からなかった。都会に移住し、
二次、三次産業に従事すれば所得も増えるだろうし何より便利がいいだろう。こんな山奥で暮ら
すことに何のメリットがあるのだろうか。最初のうちはそのように考えていた。しかし、諸塚村
の自然の中で諸塚村の人たちと接しながら二日間暮らしたいま、その理由がなんとなくではある
が理解できた気がする。諸塚村の人たちは理屈抜きにあの村が好きなのだと私は感じた。確かに
不便ではあるが自然に根付いた人間らしい暮らし。とても今の私にはあの暮らしは受け入れがた
いが、それでももし、自分に子どもができたときにはあのような環境の中で育ててやることがで
きれば幸せなのではないかと感じた。 

 私たちは地鶏を殺すことが大変な事であるように感じたがそのことも非常に興味深かった。お
そらくほとんどの人が自分の部屋にいる虫を殺したことぐらいあるだろう。それなのに、鳥を殺
すことには非常に抵抗を覚えるというのは、矢張りあの行為は命の尊さを考えるという上で非常
に有意義なことだろうと思った。 

 最近は農業に従事する人の数が年々減ってきていると聞く。たくさんの有意義な体験をさせて
くれた諸塚村も、もしかしたらその影響を受けているのかもしれない。また、最近話題になって
いる環境問題などの影響を真っ先に受けるのもあのようなところに住んでいる人たちだろう。全
国にある諸塚村のような貴重な体験をさせてくれるところをいかにして守ってゆくか。これを考
え、実践していくことは私たち農学部の学生の大切な役割のひとつであると思う。 
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17070470 久永勇翔 

 

 今回の研修で私は非常に多くのことを学ぶことができた。まず木材加工センターへと向かった。
私は県外の出身なので宮崎県は林業がとても盛んだということを知らなかった。宮崎県といえば
地鶏やマンゴーといった農作物が有名だと聞いていたが、実際は山岳地帯が多く、山林原野が総
面積の７割強に達しており、農地面積はわずか 9.1％にしかすぎないと知った。こういった一次
産業という事業は私達の生活において最も重要な部分だと言える。それなのに労働者は他の産業
に比べ仕事内容も身体的にきつく、そのうえ収入も割りに合わないのはおかしいと改めて感じた。 

 その後、諸塚村の民家へと行った。私たちが宿泊した民家は、バス一台がギリギリ通れるくら
いの険しい山道を通った。そこではまず、茶畑の雑草取りをした。そして晩飯の準備をはじめた
が、とても大変だった。その中でも最も大変だったのが地鶏をさばくことだった。首を切ってい
るのにもかかわらず動く姿を見て生命力の強さを感じた。一羽さばくのにもとても時間がかかり、
私達が普段食べている食料も簡単にできているのではないことを感じた。また火をおこすこと一
つとってもまき割り、火をくべ、とっても大変だった。夜になると九月下旬とは思えないほど気
温が低く、驚いた。周囲もとても静かで月が近く、街中とは違う明かるさだった。翌日は牛の世
話をした。たくさん牛がいる中でエサを与えたり、ブラッシングをしていく内に一等一等個性が
あり、楽しく作業を行うことができた。しかし、私達はたった半日手伝いをしただけだから楽し
く出来たのだと思う。これを毎日するとなると本当に大変だと思う。しかも、私達がしたのはほ
んの一部だ。生き物を育てるのは本当に大変なことだと知らされた。 

 一泊二日の学外研修を通して私は本当に貴重な体験を行うことができました。何気なく食べて
いるものにも一つ一つ生命があること、私達の普段の生活の中で省けることがたくさんあること、
自然が私達にもたらしてくれるもの……。現代の若者がこういった体験をすれば考え直すことが
多々あるのではないだろうか、私もこの体験を無駄にすることなくこれからの生活に役立ててい
きたい。 
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17070480 一木美紗 

 

 一泊二日という短い期間で私は多くのことを感じました。村の人々の温かさ。村おこしの大き
さ。自然の豊かさ。そして一番に、命の大切さ。 諸塚での経験はほとんどが新鮮で、衝撃的な
ことばかりでした。 

 一日目の午前中は木材加工センター見学。宮崎に住んでいながら、木材が有名だとは知りませ
んでした。木材は利益を出すことが難しいと聞きました。  

 午後は鶏潰しをしました。これは人生で一回できるかできないかのとても貴重な体験です。最
初は怖さと可哀そうという気持ちでしたが、誰かが生きるためにはどこかで犠牲を伴うという話
を聞いて、感謝しながらさばかないといけないという気持ちになりました。私は、地元の人に習
いながら鶏をさばきました。鶏の体はまだ温かく生々しかったけど、本当にいい経験になったと
思います。夜は釜で炊いたご飯を食べました。 自分でさばいた鶏も料理して食べましたが、み
んな感謝しながら食べれたと思います。いつも食べているご飯より何倍もおいしかったです。五
右衛門風呂も生まれて初めて焚きました。笑 お湯加減の調節が難しかったです。諸塚は市内に
比べて涼しく、空気もおいしく過ごしやすい気候でした。夜中も宿の周りを散歩したりして、大
自然を満喫できました。 

 次の日は、畜産振興センターで牛の世話をしました。つかまえるまで暴れていた牛も、ブラッ
シングし始めるとおとなしくしていてかわいかったです。餌やりもしましたが、牛の食べる餌の
量に驚くばかりでした。 

 その後は、池の窪グリーンパークに行きました。ここでは山林を歩きながら杉の木の植生につ
いて学びました。伐採した木を運び出す方法など、かなり考えられて作られていることがわかり
ました。「まあ夢」で食べたカレーがとてもおいしかったです。 

 二日間を通して思ったことは、自然を取り入れた研修を、昔を知らない現代の子供たちに体験
してもらうことによって、昔からの伝統を守りさらなる発展が期待できるので、多くの子供たち
に経験してもらいたいということです。この貴重な体験を通して、職業観も変わり今後の進路に
大いに影響を与えたのではないかと思います。この経験を、農学部で学べることに関連づけて、
私を含めみんなの更なる発展を期待するとともに、諸塚村の村づくりも発展していけばいいと感
じました。 

 最後になりましたが、鶏さん、ありがとう。そして諸塚で温かく迎えてくれた方々、本当にあ
りがとうございました。 
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17070490 姫野真衣 

 

私はこの学外研修で今までに体験したことの無いことを体験したり、考えたことの無かったこ
とについて考えさせられる機会をもらったり、とても有意義な 2 日間を過ごしました。 

 木材加工センターの見学では、実際に木材が加工されていくところを見せてもらい、このよう
な過程を経て、木材は私たちの暮らしに届くのだな、と感じました。また、林業の大変さ、大切
さを知ることができました。 

 やましぎの杜では、茶畑の草刈をした後、この学外研修で最も印象に残った地鶏つぶしをしま
した。私は、怖くて見ることもあまり出来ませんでしたが、生きている鶏が、たった今から私た
ちが食べるために殺されてしまうと思うと涙が出ました。食料だから可哀想だと思ってはいけな
いとよく言いますが、実際にその場にいると複雑な心境でした。しかし、鶏だけではなく、私た
ちが食べているものは全て命あるものなのだということを改めて感じ、有難く頂かなくてはなら
ないと強く感じました。 

 畜産振興センターでは牛の世話をしました。初めて牛にブラッシングしたり、餌を与えたりし
ました。宮崎に来て、牛を飼っている家を多く見かけることに驚きましたが、どのように世話を
しているのか知らなかったので、とても大変な作業だなと感じました。牛はとても可愛かったで
すが、この牛たちもいつか食べられてしまうのかと考えると、また少し複雑な思いになりました。 

 本当に初めてずくしの 2 日間でしたが、これから農業に携わろうとする私にとっては、とても
貴重な体験でした。もっと多くの人が諸塚村を訪れて、このような体験をすればいいな、とおも
いました。 
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17070500 福田圭佑 

 

 私は今回の諸塚村への学外研修で自分にとって大きなことを 2 つ学ぶことができた。1 つ目は、
「食」のありがたさである。今まで、何気なく食べていた物はすべて何かの命の命の犠牲の上で
手に入れることができるということを、実際に生きている鶏をさばき、食べることで、改めて感
じることができた。また、宿泊させてもらった民家の方々の話を聞き、昔はそれぞれの家で鶏を
さばくのが普通だったことを聞き、現代との環境の違いを感じた。 

 2 つ目は、「農業・林業・畜産」の仕事内容の大変さ、きつさが分かったことである。林業の
仕事場を見学させていただいたときには、様々な機械について知ることができ一本の木が加工さ
れていく様子を生で見ることができよい経験になった。また、働いている方々が諸塚の木を誇り
に思い、高く売り、山の持ち主にできるだけお金を返したいという気持ちも伝わった。 

 畜産の仕事を手伝ったときには、私たちは牛のブラシがけ、えさやりなどをした大勢で仕事も
分担してやっていたのにとても疲れた。この仕事を少人数でするとなるとかなりの重労働だろう
と思った。ここでの経験もほとんど初めてのことでとても良い経験になった。 

 そして、最後に私は１つだけ間違いしていたことがあった。私は諸塚村は山奥にあるとても田
舎なところなのできっとあまり活気とかないのだろうかと思っていたが、実際はとても活気が満
ちていた。ボランティアの方も来ており、村の人達も陽気でみんな挨拶をしたら、返してくれた。
私の諸塚村の印象もとても変わった。これからもっともっと活気が満ちていったらいいのにと思
った。 

 また、機会があったら諸塚村だけでなく他の村々も訪れてみようと考えている。そして自分の
大学での勉強に役立てていこうと思う。 
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17070510 穂﨑健昌 

  

諸塚村での学外研修を通していろいろと大切なことを学ぶことができた。 

木材加工センターでは木材を加工する過程を詳しく知ることができたし、諸塚村の森林は FSC

に認証されているしっかりと手入れされた森林であることも知ることができた。しかし、木材は
安く、林業を始めても元が取れるまで長い年月がかかることなど林業の苦しい現状もよく分かっ
た。 

茶園の草取りではたくさんの雑草があり、中にはとげのあるものもあって取るのが大変だった
りして自分達が普段普通に飲んでいるお茶を作るのにもいろいろと大変なことがあるのだと感
じた。 

そして、地鶏つぶしでは殺される地鶏がかわいそうですごく嫌だったけど、地鶏を殺すところ
を見ることや、その肉をさばいたりすることを通して自分達が普段スーパーで買う鶏肉もこのよ
うな過程を経てスーパーで売られているのだということを実感することができ、食べ物の大切さ
をよく理解することができてとてもいい経験になった。 

宿泊ではテレビやゲームなどは何もなく、自然に囲まれたところに泊まることができていい経
験になった。 

畜産振興センターでの牛のブラッシングでは牛が暴れたり、うまくブラッシングできなかった
りして、このようなことを毎日やっている畜産センターの人たちの大変さがよくわかった。給餌
では牛に餌を持っていくと喜んで食べてくれたのでうれしかった。 

このように学外研修ではいろいろなことを経験して普段の生活をしているだけでは分からな
いたくさんの大切なことを学んだ。 

農業や林業はすごく大変で嫌なこともあることが分かったけど、農業や林業をしてくれる人が
いるからこそ自分達は今の普段の生活をすることができるのだからそういった人々に感謝しな
いといけないと思った。 

現在若い人たちは農業や林業を体験することがあまりなく農業や林業の大変さを 

よく理解しないまま生活している人が多いと思うので今回自分達は諸塚村の人のおかげでとて
もいい経験ができたと思った。こういった経験をすれば、みんな農業や林業に対する考え方も変
わると思うし、いい経験にもなると思うからもっとたくさんの人々にこういう体験をしてもらい
たいと思い、諸塚村の取り組みは本当にいいものだと思った。 

 自分達は今回とてもいい経験ができたのだからこれからの普段の生活や大学生活の中で今回
学んだことをしっかりと考え活かしていきたいと思った。 
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17070520 本田智浩 

 

 今回の諸塚、学外研修を通して私は、3 つの「しょく」について肌で感じることができた。 

○まず私だけでなく他の人も印象に強く残ったであろう地鶏つぶしである。首を切られる姿を見
ていると目をそらしたくなる光景ではあったが、目の前の現実に釘付けであった。私は実際、
何もしたくはなかったが、ここまできて何も体験せずに変えるのはいけないと思い次の作業で
ある羽をむしる作業に加わった。まだ死んだばかりの状態なので温かさがじかに伝わってきて、
とても印象的だったのを覚えている。今、自分達の周りに溢れている食べもの。スーパーやコ
ンビニなどで何も思うことなく普通に買い普通に食べている。しかし、今回の体験で命をささ
げる生き物に対する感謝の気持ちを思うぞんぶん知らされるとともに「食」に対するありがた
みを教えてもらったような気がする。 

○次に今回の研修は人と人とのつながりや動物や植物といった自然とふれあう、つまり「触」に
ついて知らされることがあった。人口２０００人をきるこの村はとても人と人とのつながりを
大切にしているということを最初の説明で聞かされた。2 日間という短い期間だったにもかか
わらず、私は現地の人ととても仲良くなった。やはりつながりを大切にするからこそ仲良くな
れるのだと思った。また、地鶏・牛をはじめとする動植物との触れ合いを通して普段出来ない
ような体験をすることができた。特に牛のブラッシングは印象に残っている。きっと一匹の牛
を丁寧にブラッシングしたからであろう。 

○最後に「職」に対する意識の変化である。今回の研修で様々な職業の人と接する機会を持ち、
自分の将来に何かしらの影響を与えたことは事実である。大学 4 年間という長いようで短いで
あろう大切な時期にそしてこれから生きていく先に今回の体験が生きてくれればいいなあと
思う。 

また今度、プライベートで是非行きたいと思う。 
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17070530 松木祐樹 

 

 今回、諸塚村に行ったことで様々な体験をすることができました。まず、諸塚に入った時から
森林の多さに驚きました。村の 95%が森林とは分かっていながらも、実際にバスで通ってみる
と、正直思っていた以上に田舎だと感じました。しかしその風景が僕には落ち着きました。まず
は木材加工センターに行きました。ここでは機械で 1 本 1 本木材が分別されていました。加工さ
れた木材の鮮やかな色に惹かれたと同時に、精密に動く機械にも感動しました。その後、諸塚の
宿へ着き、茶園の草取りがありました。範囲が広く、とても家族や親戚だけではやりきれないな
と思いました。あの日は自分たち数十人が手伝っていたけど、数人でやれと言われたらたまらな
いなと思いました。次に地鶏つぶしがありました。あまり気は進みませんでしたが、おそらく二
度とすることはない体験だと思ったのでしっかり見届けました。人が生きていくためには他の命
をいただいているということを改めて実感させられました。次の日は畜産振興センターに行きま
した。まず牛のブラシングをやりました。いくら体を磨いてもまたすぐに糞や尿をして汚れたり、
抵抗して走り回る牛もいたりして大変でした。抵抗する牛を捕まえるのにはすごく力がいりまし
た。その後えさやりをしました。人と比べるとあまり上品な物を食べていないような気がしまし
たが、よくあんなに引き締まった体になるものだなと思いました。ぱっと見ると大きくて恐いで
すが、よく顔を見ると牛もかわいいなと思いました。そんな目の前の牛たちが人のために自分の
命を捧げると考えると、やはり命をいただくことはとてもありがたいことなのだと感じました。
最後にハーブ園に行きました。いろんな匂いの葉があり、どうしてそんな匂いがするのか不思議
に思い、また、まだまだ自分の知らない植物はたくさんあるのだと思いました。今回の研修では
本当に様々なことを体験できました。情報は世界中のどこからでも手に入りますが体験できるこ
とはめったにないと思います。農林業の大変さを身をもって知ることができたことは、これから
農林業関係の仕事に就きたい僕にとって大きな宝になったと思います。今回、僕たちのサポート
をしていただいた諸塚村の方々にはとても感謝しています。 
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17070540 松本春菜 

 

 諸塚村の体験は私にとって何もかもが初めてのことであり、またとても貴重な体験だったと思
う。地鶏つぶしでは動物から肉になる瞬間を目の当たりにした。普段何気なく食べている鶏肉も
同じように鶏を殺して作られているということを忘れている自分にびっくりした。この体験で物
を食べて生きるということがどれほど大事なことなのか、草刈作業の手伝いでも思ったのが自分
の口に入る前には多くの労力と手間がかかっていることがよく分かった。決して知らなかったわ
けではないがその大変さや大切さを身をもって感じることができたと思う。また古民家で過ごし
た時間はとても短かったが今の生活がどれほど便利かということを再認識させるには十分だっ
たと思う。班の人全員で作る晩ご飯は大変なことばかりだった。家ではスイッチを入れればすぐ
に炊きあがるご飯も火を起こすことから始めるとかなり時間がかかったし、ほったらかしにする
こともできなかった。男風呂の湯沸しも友人の話ではとても大変だったらしい。今の生活では電
化製品が当たり前のように置いてありそのおかげで自由に過ごす時間が増えたが、反対にその手
軽さから食べ物を粗末にしたりお湯の無駄使いなどが増えたのかもしれないと思った。私には諸
塚村ほどではないかもしれないが新潟の山の中にある安塚というところに祖父母がいる。草刈り
作業をした場所は山の中で傾斜が強く、その中での作業はとても辛かった。祖父母はそこで農作
業をしているのでこの大変な作業をいつもしていると考えると手伝ってあげたいと思った。一泊
二日の学外研修を終えて印象に残るのは村の人全員で交流を深めようとする姿だった。その姿に
は感動したし、心に残る体験も多かった。この体験で知ったことは大学の授業や実習の中でより
詳しく知りたいし、農業をする人達のために何か役立てることを一つでも大学生活中に見つけて
いきたいと思った。 
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17070550 松本祐香 

 

 諸塚村は田舎とは聞いていましたが、自分の想像していたのより更に田舎だったので驚きまし
た。最初に行った木材加工センターの話で、立派な木材に成長させるためには何十年から何百年
とかかり、また、間伐もしなくてはならなく、時間のかかる大変な作業である。それにもかかわ
らず、その木材の価格は非常に安い。ということを聞き、不釣合いすぎることに驚きました。セ
ンターの方々は少しでも林業経営者を助けるためにいろいろな努力をされているようですが、こ
のままの状況が続けば、林業の経営者が本当に減っていく。国の税金を林業（農業）に、もっと
活用してもいいのではないかと思いました。 

 私の心の中に一番残っていることは、地鶏つぶしを目の前で見たことです。私の祖父母も昔や
っていたようなので、話を聞いたことはありましたが、実際つぶしているところを間近で見ると、
胸が痛くなりました。普段スーパーでは、さばいてある状態で売られているので、食肉になるま
での過程を知らなかったけど、今回の実習で地鶏つぶしの一部始終を見せていただいたので、全
過程が分かりました。鶏だけでなく、豚や牛なども、私たちが生活していくために尊い命を落と
しているので、その命を無駄にしてはいけないと改めて思いました。むしろ感謝しなければなら
ない。 

 他にも、茶園の草取りや、牛の世話（給餌、ブラッシング）などをさせていただきました。初
めてすることが多かったので、すべての作業が楽しく感じましたが、結構な重労働だと思いまし
た。農業という仕事は体力勝負でもあると実感しました。 

 諸塚村の方々とは、挨拶に始まり、挨拶で終わる。当たり前のことですが、今は、それが薄れ
てきているのが現状なので、この行為が新鮮に感じました。自分から挨拶する、ただそれだけで
気分がいいし、相手も気持ちがいい。また、よい人間関係を築いていくことができる。これが本
来の人間であるべきものだと思います。 

 今回の実習で、昔ながらの生活や、動植物の管理など、普段体験することができないようなこ
とを実際に体験することができて、本当に勉強になりました。諸塚村は、自然がきれいで、空気
も新鮮で、人もみんな優しく、心も体もがリフレッシュできるような素敵な村でした。今回の実
習でお世話になった方々に、本当に感謝しています。ありがとうございました。また機会があれ
ば行きたいです。 
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17070560 光田淳悟 

 

一日目 

①木材加工センターにて・・・ 

諸塚村では、林業が盛んに行われていることがわかりました。産直住宅や森林認証（FSC）の
マークなどを取り入れて、積極的に村の木材のアピールを実施されていることもわかりました。 

 次に、木材の加工には木を大きさなどで分類し、樹皮をむいたり、サイズをあわせてきったり
といろいろな工程があり木材加工は、意外と大変だと感じました。たくさんの苦労に引き換え、
得られる利益が少ないことを知り、林業従事者の方々は大変な思いをしていることを感じました。 

②茶園の草刈作業にて・・・ 

 草を刈るときにあまり日常生活において使用しない鎌を使い作業をしたので少し心踊る気持
ちでした。 

いろいろな種類の草が生えていて刈ることが大変でした。例えば、草を刈る際に棘がついてい
る草があり、それを刈るときに注意をおこたると棘が刺さり痛い思いをしました。 

 毎年このような作業をおこなっていらっしゃると考えるとすごいと思います。これからも、
おいしいお茶が採れることを願っています。 

③鶏の解体にて・・・ 

 実に、衝撃的な出来事でした。鶏の首を持ち上げ固定しながら首を包丁で切って、木に逆さに
つるして血を出すときは、少し気分が悪くなりました。解体のときには、私たち人間が生きてい
くために必要なことだと考えかわいそうに思いながらも仕方ないことだと思いました。この体験
によって、改めて命の大切さを感じることができたと思います。 

二日目 

④牛の世話にて・・・ 

 最初に牛をブラッシングすることからはじめ、えさを与えることまで体験できました。牛につ
いている糞を落とすために硬い鉄に道具で結構力を入れてやっていたので、牛はあまり痛みを感
じないのかと思いました。また、牛はたくさんの量のえさを必要としていてすべての牛に与え終
わるにはかなりの時間がかかると思いました。 

 これらの作業だけでも大変疲れたのに、それ以上のことを毎日こなしている経営者の人たちは
すごいと思いました。 

⑤ハーブ園・山林の見学にて・・・ 

 ハーブ園の見学では、ハーブとは香りのついた葉っぱであることを知りました。今までは、そ
のようなことは考えたことがなかったので普通の葉も香りがあればハーブであると知り少し驚
きました。 

  諸塚村での山林は、生産の効率をよくするために列を作り運び出しやすく様々な工夫が施し
てありなるほどと考えさせられるものがありました。 

全体を通して・・・ 
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普段体験できないことがたくさん体験でき大変うれしく思います。今回の研修では今の自分の生
活で改善しないといけないこと、命の大切さを学べてよかったです。 

 



 56 

17070570 蓑田卓龍  

 

 諸塚村に行って最初に見た木材加工センターでは１日に４ｔトラック３０台分の木を加工し
ていて、その木はその日のうちに出荷されると聞いて驚いた。木は２０種類に分けられ、加工は
全て機械が行っていたが、大木を奇麗な角材にする精密さが凄かった。やましぎの杜での体験で
一番印象に残っている事はやはり地鶏の調理です。生きている動物を殺すのはすごく残酷に見え
ますが、私達が食べている肉は加工済みなので、殺された動物を食べている実感はほとんどあり
ません。しかし、今回は血を抜くところから見ているので、絶対に残したり、捨てたりしてはい
けないと強く思いました。私は肉を切りましたが、死んですぐの状態なので、まだ温かく、内蔵
も骨格も見たりして、命の重さを感じました。食べる時に、あんなに暗い気持ちで食べたことは
なかったです。家の周りには、柿や栗の木があって食べてみるとおいしかったです。料理を手伝
ってくれた村の人達はみんな親切で良かったです。釜で炊いた御飯もおいしく炊けていました。
たまにこんな山奥に来て過ごすのも良いなと思いました。一番楽しくてきつかったことは畜産振
興センターでの牛の世話です。最初にしたのは汚れた牛のブラッシングで５頭の牛の鼻輪に縄を
付け、柵に結び付けるのは力が要りました。けれども、努力の甲斐あってすごく奇麗に出来たと
きはうれしくて牛がかなり可愛く見えました。次に、牛の給餌をしました。今まで餌の草は適当
に与えていると思っていましたが、秤で２．５キログラムときちんと測っていたので驚きました。
やはり生き物と接する仕事は大変だなと実感しました。今回の作業で普段あまり気にしない農家
の人達の苦労が身にしみました。動物に休日はないので毎日仕事はあるし、動物の健康を気にし
なければいけないけれど自分達の健康にも気をつけて欲しいです。最後に行ったグリーンパーク
の山林の木は切った後運びやすいように交互に植えてあるなど見ているだけでは気付かなかっ
た工夫を聞いて感心しました。ハーブ園にはいろいろな効果がある植物がありました。見たこと
のない花を見たり、嗅いだ事のない花の匂いがあったりしておもしろかったです。昼食のハーブ
カレーはとてもおいしかったです。諸塚村は自然も豊かだし、料理もおいしい良いところでした。
この研修で少しですが農家の人の大変さと食の大切さが学べて良かったです。 
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17070580 村田竜耶 

 

 今回の学外研修で諸塚村に行って、初めて体験したことや貴重な体験がたくさんありました。
まず、諸塚村に行くこと自体が初めてのことで、どんな所なのだろうかと少しワクワクしていま
した。聞いていた話によると、とても山の奥だということで、私も宮崎県綾町の出身で、綾も結
構山に囲まれているので、綾とあまり変わりはないだろうと思っていたのですが、実際着いてみ
たら綾よりもだいぶ山の中で、平地が全くない所で想像していたよりも田舎だったのにおどろき
ました。 

 諸塚に着いてまず、木材加工センターに行きました。木材加工センターはとても広くて、たく
さんの丸太が運ばれてきていました。その中でとても意外だったのは、木材の加工のほとんど全
ての作業を機械で行っていたということです。実際に見学して、とてもハイテクだったので、す
ごいなと思いました。 

 そして、午後からの私たちの班はやましぎの社にいって茶畑の草刈りを行いました。やましぎ
の社は木造でだんろやかまど、五右衛門風呂があり、とても歴史を感じるところでした。また、
テレビなども無かったので、とてもゆったりとした時間を過ごすことができました。 

 このやましぎの社では、地鶏つぶしというとても貴重な体験ができました。普段は何気なく食
べている鶏ですが、いざ自分達で殺すとなると、やっぱりとてもかわいそうに思えてきて、殺す
側の私たちがとてもつらい気持ちになりました。この体験をして、改めて、自分たちがたくさん
の生き物の命をもらって生きているのだということ考えさせられました。また、命の大切さ、尊
さについても学び得るものがあったと思います。 

 2 日目は牛の世話をやりました。牛の世話を知ることも、もちろん初めてのことで、初めはち
ょっと怖かったけど、だんだんとかわいく思えてきて、牛の世話も楽しいものだなと思いました。 

 私は、この学外研修を通して、2 日という短い期間だったけど、たくさんのことを学べ他と思
います。都会とはまた違った良いところもたくさん発見できたので、いつか住んでみるのもいい
なあと思いました。この２日間、村の人には本当にお世話になり、人の温かさなども感じること
ができました。本当に良い経験になったと思います。 
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17070590 柳田竜一  

 

 今回の学外研修で訪れた諸塚村は思っていたよりも田舎で何もありませんでした。僕は、宮崎
県延岡市の出身で一応地元ですが、諸塚村には一度も行ったことがありませんでした。 

 まず始めに、僕たちは諸塚村木材加工センターに行きました。木材加工センターでは、その名
の通り木材が加工されていて様々な形になっていっていました。木が切られたりするのを直に見
ることは初めてで、このようにして加工されて僕たちの生活を支えてくれているんだなと思わさ
れました。木材加工センターを後にして、次は地域農業のメンバーが二つの班に分かれて、それ
ぞれ藤屋・やましぎの社へと向かいました。僕の班はやましぎの社で、まず茶園の草取りを手伝
いました。この作業はとても大変でした。茶の葉か雑草かを見分けて取り除いていく作業が、僕
にとっては難しく苦労しました。しかし周りを見てみると、みんな汗をかきながら一生懸命に頑
張っていて、自分も見習わなければいけないなと思ってやりました。その後、地鶏をつぶしまし
た。友達が地鶏の首を切ろうとすると鳥がまるで自分の死を悟ったかのように暴れだして、見て
いる人たちはかわいそうだと言っていました。ですが、殺さなければおいしい鶏肉を食べること
ができないのです。普段、僕たちが何気なく食べている鶏肉が、このようにしてできているのは
分かっていましたが、やはり目の前で殺すとなると気の引けるところがありました。地鶏を食べ
てみると、予想より硬くてコリコリしていました。やましぎの社の人に聞いてみると地鶏とは硬
いものだと言われていました。2 日目に畜産振興センターに訪れました。そこでは牛の世話をさ
せてもらい、大変貴重な体験をすることができました。ブラッシングというものを初めてやり、
牛の世話は想像を絶するほど手間のかかる仕事だと改めて感じさせられました。いい肉を作るに
は、そんな時間のかけた作業が必要なのです。二日間を通して一番に感じたことは、「普段の自
分がどれだけ楽をして生きているか」ということです。僕たちは、出来上がった食事を食べるだ
けであって、食糧を生産する立場になって考えてみるという事がどれほど大切なことかがほんの
少しだけ分かったような気がします。本当に今回の研修に参加することができて良かったです。
色々と学べたことはもちろん、今まで話したことのなかった人と話す機会が出来たので、これか
らの学生生活がさらに楽しく過ごしやすいものになると思います。 
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17070600 山崎健司 

 

 １日目はまずバスに乗り、山の中に入っていきました。2 時間ぐらい走ると木材加工所に着き
ました。大きな丸太が積んであって、その丸太を順番に加工される過程を見ることができてよか
ったです。そこの職員の話で心に残ったのは、“木を作るのに何十年もの時間がかかり、それに、
お金もかかるので、木を作る人がいなくなる。だから、その木をできるだけ高い値段で買わなけ
ればならない”という言葉でした。きちんと育てられた木にはそれなりの高い値がつけられて売
られる仕組みを作り、木材業を守っていることに仕事への気持ちを感じることができました。丸
太を削ったり、切る流れ作業や、できるだけ大きな木材を作るために木を切るコンピュータシス
テムにも驚きました。木を作る人と木を加工する人がつながりを大切にしなければ林業は成り立
たないものだと感じました。 

 その後バスでの移動でさらに山の奥へと入っていくととても小さな民家がありました。もう都
会のような暑さも雰囲気も全くありませんでした。それからお茶畑の雑草取りをしました。お茶
畑は斜めになっていて立つだけでも大変でした。高齢化した土地や山奥での農業はとても大変で
あると予想できます。お茶畑ではお茶の木につるがまきついていたり、下の方に雑草が生えてい
るのをとるのがきつかったです。でもその後で民家の人が雑草取りを機械でやっていたので、今
は手で取っていないんだと分かり残念でした。でも安心しました。 

 食事の準備になると、まず地鶏を殺すことから始まります。鶏は捕まえられると死ぬことが分
かったのか気が狂ったかのように鳴いていました。とても可愛そうだと思ったけど殺さないと食
べられないのでしょうがないと思いました。殺すのを見ていると、人間はこうやって生きていて、
本当は当たり前であると思いました。まきわりはとても力がいるもので、キレイに割るには微妙
なバランス感が必要であることが分かりました。みんなで役割をして料理をして、みんなで食べ
るのはとても楽しかったです。夜はみんなでトランプをして、話したりしてそれもとても楽しか
ったです。 

 2 日目は移動して、林を見ました。林の木の植え方は僕が考えた以上に様々なことを考えてい
ることが分かりました。何年後、何十年後、のことを考えていることは素晴らしいことだと思い
ます。自分が生きているかいないか分からない時のことを考えるのはとても勇気と労力がいるは
ずです。自然と関わる人々はこのような人が多いように感じました。 

 ハーブはいいにおいがして、スパゲッティーはおいしかったです。 

 

 二日間を通じて、今まで自分が触れることができなかった世界に触れ、よく知ることができま
した。山の名この生活の良い部分、悪い部分が見えて、今からの生活を見直すことができ、とて
もいい経験になりました。自然を使った仕事、事業を知れたのが一番良かったと思います。村の
人々が協力して、僕達を招いて、いろいろな事を説明して、一つの仕事になっている。これは新
しい仕事の形だと思います。この二日間を通じて様々な経験をして、よかったです。 
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17070610 横尾真樹 

 

 今回の研修での様々な体験は、私にとって本当に有意義なものでした。初日、３時間かけて諸
塚村に行き、木材加工センターを見学しました。ここでは、多くの木材が工程別に分けられ加工
処理されていました。そこで施設の方に、今、木材の価格が下がっていて林業は厳しい状況にあ
るということや、問題点などを話して頂きました。実際にそういった話を聞く機会は今までほと
んど無かったので、自分なりに深く考えてみました。その後しいたけの館で食べた昼食は、入っ
ているおかずがみんな違っていたりして、楽しく、おいしくいただきました。やましぎの杜に着
いてから早速茶園の草取りをしました。むしった葉の根元に小さい丸い実がついており、それが
山芋と聞かされた時は驚きました。それをそのまま食べてみると本当に山芋の味やねばりがあり、
さらに驚きました。この研修のメインイベント、地鶏つぶしは、鶏を籠から出し、殺すところか
ら始まりました。まだ生きてる状態で首を切って血を抜く作業は、本当に痛くて可哀そうで泣き
そうだったけど、自分たちのために死んでくれるのだと思うと、ちゃんと最後まで見なければい
けないという思いでいっぱいでした。その後は友達と一緒に毛を抜いた後、教えてもらいながら
鶏をさばいていきました。絶対気分が悪くなると思っていたけど、意外に楽しくさばくことがで
き、体の作りなども教えてもらえました。後で、鶏の腸を切ったものを食べさせてもらい、コリ
コリしてとてもおいしかったです。夕食は、残したら鶏に失礼だと思い、感謝して全部食べまし
た。普段お肉は、スーパーできれいな状態で売られてるのしか見たことがなかったため、一番大
事な「命」の部分を忘れていたと感じました。次の日の牛の世話では、始めは怖くて逃げ腰でし
たが、ブラッシングや餌やりをしたり、欲張ってエサを取る牛やおとなしい牛など、それぞれ性
格が違う牛を見ていくうちに、次第に可愛いと思えるようになりました。また、そのような世話
を毎日続けている牧場の人たちの大変さが、ほんの少しだけわかったような気がしました。この
研修では、命の尊さや食べ物の大切さを実感することができました。諸塚の方たちの優しさや温
かさ、雄大な自然にも触れることができました。普段当たり前だと思って忘れていること、諸塚
はそんな大事なことを思い出させてくれるきっかけを与えてくれました。 
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 私は、今回の学外研修で新しい形の農村を見ることができたと思っている。特に、人口の過疎
化に悩んでいる農村は多いが、そのほとんどの村が村民を増やそうとしている。しかし、諸塚村
では日本の人口も減少しているという事実から、訪れる人を増やそうと様々な企画などを実行し
ている点がすばらしいと思った。 

 諸塚で他にすばらしいと思ったのが林業である。木材加工センターを見学した際、木材を余す
ことなく切断したり、認証マークを入れることにより木材の価値をあげたりしているだけでなく、
産直住宅という新しい木材市場の開発を行っていることが興味深かった。 

 私は、『やまぎしの杜』という場所に宿泊したが、そこに向かう際運転手の方が「この先では
道を譲れないから」とおっしゃって、道を譲っているのを見て、諸塚には他人を思いやる人が多
いと感じた。 

 食事の準備の際、鶏をつぶすところを見たが、感想としては、思っていた以上にあっけなかっ
たというものだった。これは、本や話などで聞いたものでは、ものすごく悲しそうな声で鳴いた
り、長い間暴れ続けたりするという話を聞いていたからかもしれない。しかし、このことを直接
見ることができたおかげで、命というものはあっけないほど簡単に無くなってしまう。だからこ
そ、そのはかない命を大切にしなければいけないと感じた。そして、このようなものを直接体験
することができれば、自殺者やむごい殺人も無くなるのではないかと感じた。 

 私は、鶏の内臓を取り出す作業を行ったが、内蔵も肺以外はすべて食べられるということを知
った。また、これは羽を抜くときにかけたお湯のせいかも知れないが、内臓が生暖かくて、つい
さっきまでは生きていたのだなと感じた。鶏を食べた感想としては、地鶏だからか少し硬かった
が、これが本来の鶏なのかもしれないと思った。 

 二日目には、畜産振興センターで牛の世話を体験した。最初に子牛を捕まえる作業を行ったが、
捕まえても力がありなかなか引っ張れなかった。ブラッシングでは、力の入れ加減に気を使って
いたが、力強くしても大丈夫だと教わり、その通りにしたが、しっぽが難しかった。 

 今回の２日間の研修で、国内の農村・林業・畜産の現状を知ることができた。そして、諸塚村
のこれからに対する考えや思いも、少しだけだが体感し、理解することができた。私は、今回の
経験をこれからの大学での学びや、普段の生活に活かしていきたいと思った。 

 



 62 

17070630 吉田辰敬 

 

 朝早くからの集合で夏休みのゆっくりした生活に慣れていた為、起きるのがとてもつらく感じ
ました。3 時間ほどバスの中でビデオや外の風景を楽しみながら着いたのが、諸塚村木材加工セ
ンターで、第一印象はすごい山奥だという感じでした。詳しく見学していくと効率よく作業して
いる人やコンピュータで管理されみるみると木材に加工されていくのを見てとても驚かされ興
味を持ちました。特に興味を持ったのは木材を乾燥させるために今は人口乾燥が主流であるけれ
ども今は自然乾燥が見直されていて煙による乾燥でした。今は木材の価格が低くなり、木材のブ
ランド化が望まれているのでこれからの木材加工は大きく変わるのではないかと思いました。そ
の後「しいたけの館 21」でオリエンテーションで諸塚について少し知る事が出来て良かったで
す。手作りの弁当もおいしくいただきました。それからは二つの班に分かれての行動で、自分は
やましぎの社でお世話になりました。昔ながらの家づくりにとてもふぜいを感じましたが、トイ
レやお風呂の湯には科学の進歩を感じました。とても高いところにあったので風景や下の眺は最
高でした。茶園の草取りは、とても角度が急なところにあって作業しづらかったですが、だんだ
んと慣れてきて最後の方は黙々としていました。下の雑草を取り、上の雑草を取る作業の繰り返
しだったのでとても足が最後の方は痛かったです。茶園の草取りの後は地鶏つぶしでした。もち
ろん生きた動物を自ら殺して作業するのは初めてでかなり抵抗はありましたが、動物の命を奪い
生きていく事の意味というものを改めて感じました。作業を手伝ってくれた方は子供の頃からこ
ういうことを経験していて驚きました。地鶏つぶしはこの研修でも印象の強いものだったのでこ
れからの農業について学んでいく上でとても良い経験になりました。ほかにも薪割りや物干し竿
を作ったりなど、日頃では経験出来ないもので、良い経験となりました。食事では地鶏と野菜を
使った料理で複雑な気持ちもありましたがおいしくいただきました。少し肉が硬かったのが印象
的でした。食事を終えたら入浴・自由時間で五右衛門風呂に初めて入りました。底に敷く板に体
重をかけると沈む感じが新鮮でした。自由時間は皆でトランプをしましたが、戸を開けているの
に虫が入ってこないのに気づき驚きました。外を見ても、とても暗くて宮崎では見れない光景で
した。その日は夜更しする自分でもすぐに寝てしまったのを覚えています。 

 二日目は、自分達で食事つくり、名残惜しくやましぎの社を出発しました。そして着いたのが
畜産振興センターでもう一つの班と合流しました。そこでは牛の世話し子牛のブラッシングや牛
への給餌を行いました。これも初めての経験で子牛に慌てふためきましたが、ブラッシングする
時には気持ちよさそうにしていて子牛をきれいにする事ができました。給餌では 2ｋｇの干し草
を量り一頭ごとにやっていきました。給餌していくと牛は一頭一頭違う事に気づきました。隣の
牛の餌を食べるものや食べないもの、人なつっこい牛やそうでないものなどさまざまで比べてい
くと、とてもおもしろかったです。家でも犬を飼っていますが、そんな感じの感情が出てきてい
ざ売りに出す時は自分には出来ないだろうと思いました。次に向かったのは池の窪グリーンパー
クで、三班に別れて行動しました。自分たちが最初にしたのは複相林の見学で、よく見ると面積
ごとに気の成長が違い、効率よく切り倒し運搬しやすくしているのに感心しました。ハーブ園で
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は、たくさんのハーブがあり、いい臭いのするハーブがとても印象的でした。昼食のカレーもハ
ーブを使用していてとても健康的でした。各班別に体験発表を前後にして、各班の考えや自分の
体験した事をこれからの学習や研究に活かしていきたいと思います。 
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17070640 若松深幸 

 

 今回の学外研修では学んだことがたくさんありました。 

 一日目、初めに諸塚村の木材加工センターを見学しました。綺麗にカットされた木材ならお店
で見たことあるけれど、丸太の状態から美しい木目が現れるまでの過程を見たのは初めてでした。
大きい機械がたくさんあって、木の皮をはぎ落とす機械や、大きさごとに選別をする機械などが
ありました。木材加工の過程を見ていると、ほとんどの作業を機会がやっており、人間がするこ
とはボタンを押すか、選別された木材を次の機会へ運ぶか、うまく作業が行われているかを見張
ることしか見受けられませんでした。昔はすべて人の手でやっていた作業を今は機会がやってい
ました。近い将来、機会・ロボットがすべてをこなしてしまう日が来てしまうのかと思うと、そ
の機会たちえお作り出してしまう人間の能力のすばらしさを誇ると同時に、どこまで楽をすれば
気が済むのかという何とも言い難い気持ちになりました。 

 木材加工センター見学後、「しいたけの館２１」へ向かいました。そこでは役場の方から、「ま
ずは挨拶を」といわれ、なぜか胸がドキドキしてしまいました。挨拶という言葉を久しぶりに耳
にしたからでしょうか。小・中学生のときは学校で会う先生や友達、近所の人など、目が合わな
くても声をかけていました。しかしいつの間にか挨拶ができなくなっていました。馬鹿みたいだ
けど、「うまく挨拶ができるだろうか」と本当に不安になりました。勇気を出して挨拶すると、
笑顔で返事をしてくれる村の人々にすごく感動を覚えました。 

 一日目の夜から二日目の朝にかけて、やましぎの杜にお世話になりました。なんといってもこ
こでの体験で一番印象にのこっているのは地鶏つぶしです。私はペットも飼っているし鳥も大好
きなので、とてもつぶすなんてことは不可能でした。いつもおいしいと好んで食している地鶏を、
つぶすとなると全く手が出ず見ることさえ出来ませんでした。自分の無力さと愚かさに胸が痛み
ました。 

 二日目は畜産復興センターで牛の世話をさせていただきました。私は高校で馬術部だったので、
ブラッシングなどは全然平気でした。エサをやるのも楽しかったです。しかしこのかわいい牛た
ちも人間によって養われ、人間によって殺され処分されるのかと思うと複雑な思いがしました。 

学外研修を通して、私たちは私たち人間だけで生きているのではなく、他の尊い命を犠牲にする
ことによって生かされていることを改めて痛感しました。 
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